
安川渓谷トレッキング

■集合場所　大塔行政局 玄関前
■定員　22 名（定員超過の場合は抽選）
■参加費　3,000 円
■持ち物　弁当、飲物、タオル、場合によって雨具（レインコート等）、必要な方はレジャーシート等
■服装　山を歩ける服装 、滑りにくい靴
■申込み　10 月 19 日（金）［消印］までに、はがき又はＦＡＸ・Ｅメールで「安川渓谷トレッキング
申込み」と明記し、①参加者氏名（ふりがな）②生年月日（年齢）③住所④携帯電話番号（お持ちで
ない場合は固定電話番号）を記載の上、下記へお申し込みください。締切り後、抽選結果を通知します。
※ 1 通当たり 2 名までとし、複数応募は無効です。電話でのお申込みはご遠慮ください。

【行程（予定）】
9 時～：受付
↓
9 時 20 分：出発
↓（バス移動）
10 時：トレッキング開始
↓
14 時 20 分：トレッキング終了
↓（バス移動）
15 時：大塔行政局到着
↓
閉会後解散

※雨天の場合は 11 月 18 日（日）に延期

【お問合せ】大塔観光協会（大塔行政局産業建設課内）
〒 646-1192　鮎川 2567-1
電話：0739-48-0301　FAX：0739-49-0359　E メール：oto@city.tanabe.lg.jp

秋の紅葉と美しい渓谷を楽しみながらトレッキングをしませんか？

11月 4日（日）
9時 ～ 15時頃

色
い ろ
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ぬ

って市
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役所に持
も

って

来
き

てほしいワン♪

詳しくは 6ページを
ご覧ください。

和歌山県PRキャラクター
「きいちゃん」

あなたと市政をつなぐ情報紙

10
平成 30 年 神無月

T a n a b e  P u b l i c i t y

広報田辺
2018年 No.161

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ   http://w

w
w

.city.tanabe.lg.jp/

〒
６
４
６
―
８
５
４
５　
和
歌
山
県
田
辺
市
新
屋
敷
町
１

☎
０
７
３
９
（
２
６
）
９
９
６
３     

０
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紙面で使用するマーク等の説明

■…日付・期間　
■…時間
■…休館日　
■…場所　
■…集合
■…内容　
■…対象・参加資格等

■…定員　
■…料金・費用　
■…持ち物　
■…申込み・申請方法
■…問合せ
[消印]…消印有効　
[先着]…先着順

◇㊗マークには、振替休日等も含みます。
◇料金や申込み方法の記載のないものは、不要です。
◇市役所の開庁時間（申込み・問合せ等の受付を含
む。）は、㊗を除く㊊～㊎の 8時 30 分～ 17 時 15 分
です。毎週㊍は、市民課・保険課・税務課の一部窓
口を 19 時まで延長しています。

今月の表紙写真
色
い ろ

を塗
ぬ

って市
し や く し ょ

役所に持
も

って

来
き

てほしいワン♪

詳しくは 6ページを
ご覧ください。

和歌山県PRキャラクター
「きいちゃん」

あなたと市政をつなぐ情報紙
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広報田辺　平成 30年 10月号・目次

02 目次・特集「ねんりんピック紀の国わか
やま 2019」

10 トップニュース
保育所・認定こども園（保育部分）の入園児童
を募集します／各種文化事業を開催します　ほか

26 みんなの彩時記
龍神のおいしいもの たのしいことが勢ぞろい♪
／学ぼう楽しもう 田辺のまちゼミを開催　ほか

14 情報ボックス
市営住宅の入居者を募集します／台風第20号・
第 21号による被害を受けられた方へ　ほか

22 みんなの広場

20 相談日程等

　今月の表紙は、マスコッ
トキャラクターのきいちゃ
んを含め、全体的にぬり絵
ができるようにしました。
思い思いの色でオリジナ
ルの表紙にしてください。

ね
ん
り
ん
ピ
ッ
ク
と
は

　
「
ね
ん
り
ん
ピ
ッ
ク
」
の
愛
称
で
親
し
ま
れ

て
い
る
「
全
国
健
康
福
祉
祭
」
は
、
60
歳
以
上

の
方
々
を
中
心
と
し
た
健
康
と
福
祉
の
祭
典
で

す
。
ス
ポ
ー
ツ
や
文
化
な
ど
多
彩
な
イ
ベ
ン
ト

が
開
催
さ
れ
、
地
域
や
世
代
を
超
え
た
交
流
の

輪
が
広
が
っ
て
い
ま
す
。

　

厚
生
省
（
現
：
厚
生
労
働
省
）
創
立
50
周
年

を
記
念
し
て
、
昭
和
63
年
に
兵
庫
県
で
第
1
回

大
会
が
開
催
さ
れ
て
以
来
、
毎
年
開
催
さ
れ
て

お
り
、
２
０
１
９
年
は
第
32
回
大
会
が
和
歌
山

県
で
初
め
て
開
催
さ
れ
ま
す
。

大
会
概
要

■
名
称

第
32
回
全
国
健
康
福
祉
祭
和
歌
山
大
会

■
愛
称

ね
ん
り
ん
ピ
ッ
ク
紀
の
国
わ
か
や
ま
２
０
１
９

■
テ
ー
マ

あ
ふ
れ
る
情
熱 

は
じ
け
る
笑
顔

■
会
期

２
０
１
９
年
11
月
9
日
㊏
～
12
日
㊋

■
参
加
予
定
人
数

延
べ
約
40
万
人
（
観
客
含
む
。）

■
シ
ン
ボ
ル
マ
ー
ク

　

老
い
も
若
き
も
仲
良
く
、
と
も
に
生
き
て
い

く
社
会
を
ふ
た
り
の
人
物
で
表
し
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
２
つ
の
円

は
、
そ
の
組
み
合
わ

せ
に
よ
り
、
お
互
い

に
助
け
合
い
、
健
康

と
福
祉
の
輪
が
未
来

に
向
か
っ
て
広
が
っ

て
い
く
こ
と
を
意
味

し
て
い
ま
す
。

■
マ
ス
コ
ッ
ト
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー（
き
い
ち
ゃ
ん
）

　

紀
州
犬
を
モ
チ
ー
フ
に
し
た
元
気
い
っ
ぱ
い

の
マ
ス
コ
ッ
ト
で
す
。体
の
緑
色
の
マ
ー
ク
は
、

和
歌
山
の
頭
文
字
W
と
豊
か
な
緑
を
表
現
し

て
い
ま
す
。

　

生
ま
れ
育
っ
た
和
歌
山
の
自
然
と
ス
ポ
ー
ツ

が
大
好
き
。い
ろ
ん
な
事
に
チ
ャ
レ
ン
ジ
し
て
、

た
く
さ
ん
の
人
と
友
達
に
な
り
た
い
と
思
っ
て

い
ま
す
。

　
「
ね
ん
り
ん
ピ
ッ
ク
紀
の
国
わ
か
や
ま

２
０
１
９
」
も
、
元
気
に
応
援
し
ま
す
！　

08 市政「未来ポスト」～皆さんの声～

　

皆
さ
ん
、
来
年
、
和
歌
山
県
で
開
催
さ
れ
る

イ
ベ
ン
ト
『
ね
ん
り
ん
ピ
ッ
ク
』
を
ご
存
じ
で

し
ょ
う
か
？

　

似
た
様
な
名
称
の『
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
』や『
パ

ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
』
は
ご
存
じ
か
と
思
い
ま
す
の

で
、
名
称
か
ら
ど
う
い
っ
た
も
の
か
連
想
さ
れ

る
方
も
い
ら
っ
し
ゃ
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

　

今
月
号
で
は
、
ね
ん
り
ん
ピ
ッ
ク
の
概
要
な

ど
を
紹
介
し
、
来
年
の
開
催
に
向
け
て
機
運
を

高
め
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

☆
ね
ん
り
ん
ピ
ッ
ク
推
進
室

☎
０
７
３
９
（
３
３
）
７
８
５
６

ねんりんピックの概要

ね
ん
り
ん
ピ
ッ
ク
紀
の
国
わ
か
や
ま

２
０
１
９
事
業
体
系

総
合
閉
会
式

２
０
１
９
年
11
月
12
日
㊋

和
歌
山
県
民
文
化
会
館

総
合
開
会
式

２
０
１
９
年
11
月
9
日
㊏

紀
三
井
寺
公
園
陸
上
競
技
場

健
康
関
連
イ
ベ
ン
ト

ス
ポ
ー
ツ
交
流
大
会
・
ふ
れ
あ
い
ス
ポ
ー
ツ
交

流
大
会（
4
ペ
ー
ジ
参
照
）、健
康
づ
く
り
教
室
、

ふ
れ
あ
い
ニ
ュ
ー
ス
ポ
ー
ツ
、
健
康
フ
ェ
ア

福
祉
・
生
き
が
い
関
連
イ
ベ
ン
ト

文
化
交
流
大
会
（
4
ペ
ー
ジ
参
照
）、
美
術
展
、

相
談
コ
ー
ナ
ー
、
地
域
文
化
伝
承
館

健
康
、
福
祉
・
生
き
が
い
共
通
イ
ベ
ン
ト

シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
、健
康
福
祉
機
器
展
、フ
ァ
ッ
シ
ョ

ン
シ
ョ
ー
、
音
楽
文
化
祭
、
ふ
れ
あ
い
広
場

オ
リ
ジ
ナ
ル
イ
ベ
ン
ト

大
会
の
開
催
趣
旨
に
沿
っ
た
、
和
歌
山
県
の
特

色
を
十
分
に
生
か
し
た
イ
ベ
ン
ト

併
催
イ
ベ
ン
ト

大
会
の
開
催
趣
旨
に
沿
っ
た
、
大
会
主
催
者
に

よ
る
各
種
イ
ベ
ン
ト

協
賛
イ
ベ
ン
ト

大
会
の
開
催
趣
旨
に
沿
っ
た
、
企
業
・
団
体
に

よ
る
各
種
イ
ベ
ン
ト

ねんりんピック
紀の国わかやま2019

特集
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田辺市

和歌山市

岩出市
紀の川市

かつらぎ町

橋本市

九度山町

高野町

紀美野町海南市

有田市
有田川町

由良町

御坊市

日高川町

上富田町

白浜町

串本町

太地町

那智勝浦町

新宮市

区
分

種
目

会
場
地
市
町

ス
ポ
ー
ツ

交
流
大
会

（
10
種
目
）

卓
球

和
歌
山
市

テ
ニ
ス

和
歌
山
市

ソ
フ
ト
テ
ニ
ス

白
浜
町

ソ
フ
ト
ボ
ー
ル

紀
の
川
市

ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル

和
歌
山
市

ペ
タ
ン
ク

岩
出
市

ゴ
ル
フ

橋
本
市

マ
ラ
ソ
ン

太
地
町

弓
道

田
辺
市

剣
道

白
浜
町

ふ
れ
あ
い

ス
ポ
ー
ツ

交
流
大
会

（
12
種
目
）

水
泳

和
歌
山
市

グ
ラ
ウ
ン
ド
・
ゴ
ル
フ

日
高
川
町

オ
リ
エ
ン
テ
ー
リ
ン
グ

か
つ
ら
ぎ
町

ボ
ウ
リ
ン
グ

新
宮
市

サ
ッ
カ
ー

上
富
田
町
・田
辺
市
・

新
宮
市
・
串
本
町

ソ
フ
ト
バ
レ
ー
ボ
ー
ル

橋
本
市

な
ぎ
な
た

九
度
山
町

ウ
ォ
ー
ク
ラ
リ
ー

由
良
町

太
極
拳

海
南
市

ダ
ン
ス
ス
ポ
ー
ツ

那
智
勝
浦
町

パ
ー
ク
ゴ
ル
フ

紀
美
野
町

合
気
道

田
辺
市

文
化
交
流
大
会

（
５
種
目
）

囲
碁

海
南
市

将
棋

高
野
町

俳
句

有
田
川
町

民
謡

有
田
市

健
康
マ
ー
ジ
ャ
ン

御
坊
市

計

27
種
目

21
市
町

卓球

水泳

ゲートボール

テニス

太極拳
囲碁

ウォークラリー

民謡

健康マージャン

グラウンド ・ ゴルフ 弓道

剣道

サッカー合気道

ソフトテニス

サッカー
ダンススポーツ

マラソン

サッカー

ボウリング

俳句

パークゴルフ
将棋

なぎなた

ゴルフ

ソフトバレーボール
オリエンテーリング

ソフトボールペタンク

交流大会会場地一覧市で行われる種目について

サッカー

弓道合気道

　一説によると、明治時
代に日本に伝えられたと
言われています。日本で
は、国内リーグの結果や
日本人選手の海外リーグ
での活躍などが日々放送
されるなど、国民的人気
を誇るスポーツです。
☆ 2019 年 11 月 10 日㊐、11 日㊊

☆田辺スポーツパーク陸上競技場
■参加人数　最大 60 チーム（1200 名）
※他会場のチームを含む。

　和弓で矢を射て、的に
当てる日本古来の武道で
す。射法八節との言葉が
あるように、弓道では「足
踏み」から「残心（残身）」
までの一連の動きを終始

一貫し、淀みなく行う必要があるなど、鍛錬
された心身が必要となります。
☆ 2019 年 11 月 10 日㊐、11 日㊊

☆市立弓道場
■参加人数　最大 70 チーム（560 名）

　市出身の開祖・植芝盛平翁が日本伝統武術
の奥義を究め、さらに厳しい精神的修養を経
て創始した現代武術です。合気道は相手と
強弱を競わず、お
互いに切磋琢磨し
合って稽古を積み
重ね、心身の練成
を図ることを目的
としています。
　ねんりんピックでは初の開催となります。
☆ 2019 年 11 月 10 日㊐

☆紀南文化会館
■参加人数　最大 60 組（400 名）

　

紀
州
て
ま
り
趣
味
の
会
が
制
作
し
た

「
小
て
ま
り
」
を
『
弓
道
』
と
『
合
気
道
』

の
参
加
選
手
に
贈
り
ま
す
。
目
標
数
は

７
０
０
個
で
、
8
月
末
現
在
で
３
０
０

個
を
制
作
完
了
し
て
い
ま
す
。

選
手
に
紀
州
て
ま
り
を
贈
り
ま
す
！

私たちはねんりんピックの競技に
参加することはできませんが、 て
まりを制作することによってねん
りんピックに参加しているつもり
です。 会員だけで制作するのは大
変ですが、　一つ一
つ心を込めて作っ
ています。 喜んで
いただけたらうれ
しいです。

紀州てまり趣味の会
会長　竹内 マツ子 さん

【リハーサル大会を実施します】
☆平成 31 年 1 月末
☆上富田スポーツセンター
■種目　サッカー
※弓道・合気道は実施し
ません。
■大会名
第 14 回 関西シニアサッ
カーフェスティバル

▲てまり制作時の様子
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ねんりんピック出場経験者

　

ね
ん
り
ん
ピ
ッ
ク
に
出
る
き
っ
か
け
は
、
若

い
頃
に
一
緒
に
サ
ッ
カ
ー
を
し
て
い
た
先
輩
方

か
ら
の
誘
い
で
す
。
私
た
ち
も
60
歳
を
過
ぎ
れ

ば
出
場
し
た
い
と
考
え
て
い
ま
し
た
。

　

県
内
で
サ
ッ
カ
ー
交
流
大
会
に
出
場
し
て
い

る
の
は
２
チ
ー
ム
あ
り
ま
す
が
、
毎
年
出
場
枠

は
１
チ
ー
ム
の
み
な
の
で
、
交
互
に
出
場
し
て
い

ま
す
。
私
た
ち
の
チ
ー
ム
は
田
辺
出
身
の
方
だ

け
で
な
く
、
県
内
の
い
ろ
い
ろ
な
地
域
の
選
手

が
集
ま
っ
て
で
き
た
チ
ー
ム
で
す
。
遠
く
の
方
も

い
て
な
か
な
か
集
ま
れ
な
い
の
で
、
こ
の
チ
ー
ム

で
の
練
習
は
月
に
１
回
く
ら
い
の
ペ
ー
ス
で
す
。

　

ス
ポ
ー
ツ
や
文
化
な
ど
様
々
な
競
技
が
あ

り
、
参
加
人
数
は
多
く
、
大
き
な
大
会
で
す
。

年
配
の
方
が
楽
し
く
交
流
し
な
が
ら
ス
ポ
ー
ツ

が
で
き
る
と
い
う
の
も
魅
力
だ
と
思
い
ま
す
。

ま
た
、
運
動
を
続
け
る
こ
と
で
長
生
き
が
で
き

る
「
生
涯
ス
ポ
ー
ツ
」
の
大
会
で
も
あ
り
ま
す
。

是
非
見
に
来
て
く
だ
さ
い
。

　

過
去
に
サ
ッ
カ
ー
で
ね
ん
り
ん
ピ
ッ
ク
へ
の

出
場
経
験
が
あ
る
お
二
方
に
お
話
を
伺
っ
て
き

ま
し
た
。
60
歳
を
超
え
て
い
る
と
は
思
え
な
い

動
き
で
元
気
に
楽
し
く
サ
ッ
カ
ー
を
し
て
い
ま

し
た
。

い
き
い
き
と
元
気
に
！

　

11
月
に
、
１
年
前
イ
ベ
ン
ト
と
し
て
農

林
水
産
業
ま
つ
り
で
健
康
づ
く
り
教
室
の

リ
ハ
ー
サ
ル
を
兼
ね
て
、
ね
ん
り
ん
ピ
ッ

ク
の
P
R
を
行
い
ま
す
。
そ
の
他
、様
々

な
イ
ベ
ン
ト
に
参
加
し
、
市
民
の
皆
さ
ん

に
知
っ
て
い
た
だ
け
る
よ
う
活
動
し
て
い

ま
す
。
こ
の
大
会
を
通
じ
て
、
市
民
の
皆

さ
ん
の
健
康
へ
の
関
心
を
高
め
、
健
康
づ

く
り
、
生
き
が
い
づ
く
り
の
推
進
を
目
指

し
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
全
国
か
ら
参
加
さ
れ
る
方
、
応

援
に
来
ら
れ
る
方
が
、
市
の
特
産
品
や
自

然
の
素
晴
ら
し
さ
な
ど
に
触
れ
、
そ
の
魅

力
を
感
じ
て
も
ら
う
こ
と
も
大
切
だ
と
考

え
て
い
ま
す
。
全
国
に
向
け
て
P
R
し
、

今
後
も
市
へ
多
く
の
方
に
来
て
も
ら
え
る

よ
う
に
し
た
い
で
す
。

　

来
年
に
は
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
ス
タ
ッ
フ
の

募
集
も
あ
り
ま
す
の
で
、
是
非
ご
応
募
く

だ
さ
い
。
市
民
の
皆
さ
ん
と
一
緒
に
盛
り

上
げ
、
成
功
さ
せ
ら
れ
る
よ
う
ご
協
力
よ

ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

ね
ん
り
ん
ピ
ッ
ク
に
向
け
て

【出場歴】
第 24 回 熊本大会
第 26 回 高知大会
第 28 回 山口大会

【出場歴】
第 26 回 高知大会
第 28 回 山口大会
第 30 回 秋田大会

ねんりんピック推進室
総務企画係
柴田真吉

中山 拓
ひらく

 さん
（68歳）

川村 優
ゆう じ

司 さん
（65歳）

ねんりんピックを知ってもらうために

　

多
く
の
方
に
ね
ん
り
ん
ピ
ッ
ク

を
知
っ
て
も
ら
う
た
め
に
、
様
々

な
広
報
活
動
を
行
っ
て
い
ま
す
。

■
の
ぼ
り
・
横
断
幕
の
設
置
、
ポ

ス
タ
ー
の
掲
示

　

各
施
設
や
各
団
体
に
設
置
、
掲

示
し
て
い
ま
す
。

■
各
種
イ
ベ
ン
ト
で
の
広
報
活
動

　

市
内
で
行
わ
れ
る
各
種
イ
ベ
ン

ト
に
参
加
し
、
ね
ん
り
ん
ピ
ッ
ク

き
い
ち
ゃ
ん
グ
ッ
ズ
を
配
布
し
て

い
ま
す
。こ
れ
ま
で
、商
工
フ
ェ
ア
、

ラ
ジ
オ
体
操
・
み
ん
な
の
体
操
会
、

ド
ッ
ジ
ボ
ー
ル
大
会
、
青
少
年
健

全
育
成
市
民
大
会
、
ヤ
ー
ヤ
ー
ま

つ
り
、
扇
ヶ
浜
ま
つ
り
、
市
民
活

動
ま
つ
り
等
へ
参
加
し
、
出
前
講

座
も
行
い
ま
し
た
。
今
後
も
各
種

イ
ベ
ン
ト
に
参
加
し
、
P
R
を
行

う
予
定
で
す
。

【
ね
ん
り
ん
ピ
ッ
ク
開
催
1
年
前

イ
ベ
ン
ト
を
開
催
し
ま
す
】

　

農
林
水
産
業
ま
つ
り
内
で
開
催

し
ま
す
。
広
報
活
動
や
セ
レ
モ

ニ
ー
、
健
康
づ
く
り
教
室
な
ど
を

予
定
し
て
い
ま
す
。
皆
さ
ん
、
是

非
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

　　　　ぼくに色を塗ってほしいワン♪
　表紙のぬり絵を楽しみませんか？ 色を塗って下記提出先へお持ちいただいた方
には、粗品（ねんりんピックきいちゃんグッズ）をプレゼントします。作品は基
本的にお返しできませんが、返却を希望される方には、ラミネートしてお返しし
ます。
■実施期間　10 月 1 日㊊～ 11 月 12 日㊊

■対象　市在住の方
■提出　企画広報課（本庁舎 3階）又はやすらぎ対策課（市民総合センター 1階）、各行政局総務
課（19 ページ参照）へ直接お持ちください。
※宿日直では受け付けません。
■用紙　表紙をコピー（等倍）して使用することを推奨しますが、切り取ったものや裏表紙がつ
いたままのものでもかまいません。ホームページからダウンロードして使用することも可能です。
■その他
◇問い合わせする必要があった場合に備え、住所・氏名・年齢・電話番号をお伺いします。
◇作品は、他のイベント（ねんりんピックの当日や関連イベント）で使用する場合があります。
■お問合せ　企画広報課 広聴広報係（☎ 0739-26-9963）

①

②

③

④

①ヤーヤーまつり参加の様子
②ラジオ体操・みんなの体操
会参加の様子
③市民活動まつり参加の様子
④ねんりんピック周知ののぼり
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～皆さんの声～市政「未来ポスト」
市政「未来ポスト」にお寄せいただいたご意見を紹介します。（一部抜粋）

平成30年 2月～平成30年 8月

子
供
の
登
下
校
に
つ
い
て

　

友
達
数
人
や
一
人
で
登
下
校
し

て
い
る
子
供
を
よ
く
見
掛
け
ま
す
。

い
く
ら
田
舎
と
い
え
、
今
の
世
の

中
何
が
起
こ
る
か
分
か
り
ま
せ
ん
。

　

通
学
路
何
か
所
か
で
父
兄
が
毎

日
交
代
で
見
守
っ
た
り
、
集
団
登

下
校
を
し
た
り
し
て
る
の
で
し
ょ

う
か
。
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
で
お
元
気
な

ご
年
配
の
方
に
協
力
し
て
い
た
だ

け
る
よ
う
働
き
か
け
る
な
ど
、
幼

い
お
子
さ
ん
を
守
っ
て
い
か
な
く
て

は
な
ら
な
い
時
代
だ
と
思
い
ま
す
。

　

市
で
は
「
明
る
い
笑
顔
街
い
っ

ぱ
い
運
動
」
と
し
て
、
毎
月
の
初

め
の
登
校
日
に
、
保
護
者
や
地
域

の
方
に
ご
協
力
い
た
だ
き
、
小
中

学
生
の
登
下
校
の
見
守
り
活
動
を

行
っ
て
お
り
ま
す
。
市
一
斉
の
活

動
は
月
に
１
回
で
す
が
、
毎
日

行
っ
て
い
る
学
校
も
少
な
く
あ
り

ま
せ
ん
。

　

ま
た
、
子
供
に
危
険
が
迫
っ
た

と
き
に
助
け
て
も
ら
え
る
「
き

し
ゅ
う
君
の
家
」
の
募
集
や
、
緊

急
の
際
の
「
き
し
ゅ
う
君
の
防
犯

メ
ー
ル
」
の
登
録
推
進
を
行
っ
て

い
ま
す
。

　

他
に
は
、
各
課
と
西
牟
婁
振
興

局
・
国
土
交
通
省
・
田
辺
警
察
が

協
力
し
て
、
市
内
小
中
学
校
の
通

学
路
の
危
険
箇
所
を
点
検
す
る

「
田
辺
市
通
学
路
交
通
安
全
プ
ロ

グ
ラ
ム
」
を
毎
年
実
施
し
、
横
断

歩
道
や
信
号
機
、
グ
リ
ー
ン
ベ
ル

ト
の
設
置
や
学
校
へ
の
危
険
箇
所

の
周
知
、
注
意
喚
起
を
行
っ
て
い

ま
す
。

　

各
学
校
に
お
い
て
は
、
毎
年
新

１
年
生
に
対
す
る
交
通
安
全
教
本

を
用
い
た
安
全
学
習
、「
き
し
ゅ

う
君
の
防
犯
下
敷
き
」
の
配
布
、

交
通
安
全
ポ
ス
タ
ー
や
交
通
安
全

親
の
離
婚
に
よ
る
子
供
の
面
会
交

流
等
に
つ
い
て

　

自
治
体
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
中
の
離

婚
に
か
か
る
ペ
ー
ジ
に
、
面
会
交

流
・
養
育
費
に
関
す
る
説
明
を
掲

載
す
る
よ
う
要
望
し
ま
す
。

　

子
供
に
と
っ
て
自
分
を
愛
し
て

く
れ
る
父
（
母
）
を
突
然
奪
わ
れ

る
こ
と
は
、
子
供
の
発
育
に
大
き

な
影
響
を
及
ぼ
す
の
み
な
ら
ず
、 

同
居
親
に
も
し
も
の
こ
と
が
あ
っ

た
場
合
（
虐
待
か
ら
の
避
難
を
除

く
）、
孤
児
と
な
る
可
能
性
も
あ

る
こ
と
か
ら
、
別
居
親
と
の
交
流

を
図
る
の
は
と
て
も
大
切
で
す
。

　

ま
た
、
面
会
交
流
は
民
法

７
６
６
条
に
も
定
め
ら
れ
た
子
の

権
利
で
あ
り
、
同
居
親
の
都
合
に

よ
り
侵
害
さ
れ
て
は
な
り
ま
せ

ん
。
し
か
し
、
厚
生
労
働
省
の
資

料
に
よ
る
と
実
施
し
て
い
る
の
は

約
30
％
で
す
。
そ
の
た
め
同
居
親

に
と
っ
て
の
義
務
で
あ
る
こ
と
を

広
く
知
っ
て
も
ら
う
た
め
記
事
の

掲
載
を
お
願
い
し
ま
す
。

　

法
務
省
作
成
の
パ
ン
フ
レ
ッ
ト

を
、
離
婚
届
の
用
紙
を
受
け
取
り

に
来
ら
れ
た
方
に
お
渡
し
す
る
よ

旧
国
道
と
田
辺
バ
イ
パ
ス
の
接
続

に
つ
い
て

　

ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
で
新
庄
地
区

は
大
き
な
被
害
が
予
想
さ
れ
て
い

ま
す
が
、
田
辺
バ
イ
パ
ス
側
で
は

浸
水
や
津
波
の
被
害
予
想
は
あ
り

ま
せ
ん
。
し
か
し
、
旧
国
道
側
か

ら
田
辺
バ
イ
パ
ス
へ
の
ア
ク
セ
ス

は
、
文
里
方
面
か
ら
く
る
Ｔ
字
路

先
の
紀
南
病
院
方
面
に
向
か
う

カ
ー
ブ
の
多
い
道
路
・
紀
伊
新
庄

駅
を
過
ぎ
た
と
こ
ろ
の
新
庄
小
学

校
へ
向
か
う
交
差
点
の
２
か
所
し

か
比
較
的
分
か
り
や
す
い
所
が
あ

り
ま
せ
ん
。
田
辺
バ
イ
パ
ス
と
比

較
す
る
と
、
交
通
量
も
多
く
、
車

の
流
れ
も
滞
り
が
ち
で
す
。
例
え

ば
、
文
里
方
面
か
ら
の
Ｔ
字
路
が

バ
イ
パ
ス
へ
つ
な
が
る
な
だ
ら
か

な
橋
に
な
っ
て
い
た
ら
、
線
路
横

断
の
一
時
停
止
も
な
く
、
数
分
で

津
波
被
害
の
少
な
い
地
域
へ
避
難

で
き
る
の
で
は
な
い
か
と
思
い
ま

す
。
田
辺
バ
イ
パ
ス
か
ら
新
庄
方

面
を
見
渡
し
た
時
に
、
バ
イ
パ
ス

の
下
側
の
街
が
津
波
で
被
害
に
遭

わ
れ
る
と
思
う
と
、
な
に
か
対 

策
が
あ
る
の
で
は
な
い
か
と
感
じ

て
し
ま
い
ま
す
。 

　

市
で
は
、
近
い
将
来
の
発
生
が

懸
念
さ
れ
る
南
海
ト
ラ
フ
に
お
け

る
地
震
・
津
波
に
対
し
て
、
人
命

を
守
る
こ
と
を
最
優
先
と
し
て

様
々
な
取
組
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

津
波
か
ら
逃
げ
切
る
対
策
と
し

て
は
、
津
波
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
を

市
内
全
戸
に
配
布
し
避
難
の
啓
発

を
行
う
ほ
か
、
避
難
誘
導
灯
や
海

抜
標
示
板
の
整
備
、
津
波
避
難
ビ

ル
の
指
定
な
ど
を
実
施
し
て
い
ま

す
。
ま
た
、
津
波
避
難
路
に
つ
い

て
も
、
東
日
本
大
震
災
以
降
、
最

大
級
の
津
波
が
発
生
し
た
場
合
に

浸
水
す
る
お
そ
れ
の
あ
る
地
域
か

ら
浸
水
の
お
そ
れ
の
な
い
高
台
に

避
難
す
る
た
め
の
避
難
路
を
地
域

の
皆
様
と
協
議
を
し
な
が
ら
整
備

を
し
て
き
ま
し
た
。
現
在
は
、
市

が
整
備
す
る
津
波
避
難
路
に
つ
い

て
は
一
定
、
整
備
が
完
了
し
た
も

の
と
考
え
て
い
ま
す
が
、
各
自
主

防
災
会
が
整
備
す
る
避
難
路
へ
の

助
成
は
継
続
し
て
行
っ
て
い
る
と

こ
ろ
で
す
。

　

あ
わ
せ
て
、
都
市
の
骨
格
と
し

て
必
要
な
道
路
を
都
市
計
画
道
路

と
し
て
位
置
付
け
、
整
備
を
順
次

行
っ
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。
今
後

も
、
交
通
状
況
や
整
備
効
果
、
並

び
に
緊
急
性
な
ど
を
勘
案
し
、
効

果
的
な
道
路
網
の
整
備
を
図
っ
て

参
り
ま
す
の
で
、
ご
理
解
の
程
、

よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

　

津
波
か
ら
の
避
難
は
、「
よ
り

遠
く
へ
」で
は
な
く「
よ
り
高
く
」、

そ
し
て
、
自
動
車
の
渋
滞
な
ど
に

よ
り
避
難
が
遅
れ
る
こ
と
を
避
け

る
た
め
、
徒
歩
で
の
避
難
が
原
則

で
す
。
ま
た
、
一
時
避
難
す
る
場

所
は
市
の
指
定
緊
急
避
難
場
所
に

限
ら
ず
、
ま
ず
は
少
し
で
も
高
い

場
所
に
避
難
す
る
な
ど
、
津
波
災

害
発
生
時
に
は
、
最
後
ま
で
避
難

を
あ
き
ら
め
ず
、
命
を
守
る
た
め

に
最
善
を
尽
く
し
て
い
た
だ
き
ま

す
よ
う
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

【
防
災
ま
ち
づ
く
り
課 

地
域
防
災

係
・
都
市
計
画
課 

計
画
整
備
係
】

お
願
い
と
お
断
り

■
問
合
せ
等
を
さ
せ
て
い
た
だ
く
こ

と
も
あ
り
ま
す
の
で
、
必
ず
氏
名
・

住
所
・
電
話
番
号
・
メ
ー
ル
ア
ド
レ

ス
（
あ
る
場
合
）
を
明
記
し
て
く
だ

さ
い
。（
氏
名
等
が
無
い
場
合
は
回

答
い
た
し
か
ね
ま
す
。）

■
原
則
、
回
答
を
希
望
す
る
も
の
に

つ
い
て
は
、
お
お
む
ね
2
週
間
以
内

に
回
答
し
ま
す
。
な
お
、
内
容
や
状

況
に
よ
り
日
数
の
掛
か
る
場
合
が
あ

り
ま
す
の
で
ご
了
承
く
だ
さ
い
。

■
お
寄
せ
い
た
だ
い
た
ご
意
見
等

は
、
そ
の
内
容
・
要
旨
を
広
報
紙

や
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
等
に
掲
載
さ
せ

て
い
た
だ
く
場
合
が
あ
り
ま
す
の

で
、
あ
ら
か
じ
め
ご
了
承
く
だ
さ

い
。
掲
載
に
当
た
っ
て
は
、
個
人

情
報
等
の
取
扱
い
に
は
十
分
注
意

し
、
個
人
が
特
定
さ
れ
る
こ
と
の

な
い
よ
う
に
し
ま
す
。

■
市
政
「
未
来
ポ
ス
ト
」
は
、
市

政
に
対
す
る
ご
意
見
等
を
い
た
だ

く
目
的
で
設
置
さ
せ
て
い
た
だ
い

て
い
ま
す
。
個
人
・
団
体
へ
の
誹

謗
中
傷
や
営
利
目
的
の
書
き
込
み

等
は
ご
遠
慮
く
だ
さ
い
。

☆ 

企
画
広
報
課 

広
聴
広
報
係

☎
０
７
３
９
（
２
６
）
９
９
６
３

年
間
ス
ロ
ー
ガ
ン
の
募
集
等
で
児

童
生
徒
に
啓
発
し
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
市
教
育
委
員
会
で
は
、

毎
年
小
学
校
新
１
年
生
全
員
に
防

犯
ブ
ザ
ー
を
配
布
し
、
防
犯
に
備

え
る
と
と
も
に
、
年
間
を
通
し

て
、
田
辺
青
少
年
セ
ン
タ
ー
が
実

施
し
て
い
る
街
頭
指
導
「
自
転
車

ま
な
ー
あ
っ
ぷ
」
や
、
交
通
安
全

街
頭
啓
発
に
教
職
員
が
参
加
し
て

い
ま
す
。

　

通
学
路
を
含
め
、
児
童
生
徒
の

安
全
に
つ
い
て
は
以
上
の
よ
う
な

対
策
を
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
り

ま
す
が
、
今
後
も
、
子
供
の
安
全

の
た
め
、
様
々
な
取
組
を
続
け
る

と
と
も
に
、
保
護
者
や
地
域
の

方
々
に
ご
協
力
を
お
願
い
し
て
い

き
た
い
と
考
え
ま
す
。

【
学
校
教
育
課 

指
導
係
】

う
に
し
て
お
り
ま
す
が
、
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
で
も
情
報
が
取
得
で
き
る

よ
う
、
離
婚
関
係
の
情
報
の
ペ
ー

ジ
に
、
法
務
省
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の

「
子
ど
も
の
養
育
に
関
す
る
合
意

書
作
成
の
手
引
き
と
Ｑ
＆
Ａ
」
の

ペ
ー
ジ
の
リ
ン
ク
を
貼
り
付
け
る

方
向
で
、
関
係
課
と
調
整
し
て
ま

い
り
ま
す
。

【
子
育
て
推
進
課 

こ
ど
も
家
庭
係
】

※
現
在
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
リ
ン
ク

先
を
貼
り
付
け
て
い
ま
す
。

☆http://w
w

w
.city.tanabe.

lg
.jp

/su
b

in
d

e
x

/life
-

kekkon.htm
l
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平成 31 年度　保育所・認定こども園（保育部分）の
入園児童を募集します

問合せ　下記参照

☆
入
園
基
準
に
該
当
し
、
平
成
31
年

4
月
1
日
現
在
、
市
に
住
民
票
が
あ

る
（
予
定
を
含
む
。）、
満
6
か
月
以

上
（
平
成
30
年
10
月
１
日
以
前
に
生

ま
れ
た
児
童
）
の
児
童
。

◇
入
園
基
準　

児
童
の
保
護
者
が
就

労
・
出
産
・
疾
病
・
病
人
の
看
護
等

に
よ
り
、
児
童
の
保
育
を
す
る
こ
と

が
で
き
な
い
と
認
め
ら
れ
る
場
合
。

※
入
園
は
家
庭
状
況
を
面
接
・
調
査

し
て
か
ら
選
考
の
上
、決
定
し
ま
す
。

☆
10
月
15
日
㊊
〜
11
月
5
日
㊊
に
、

申
込
書
を
下
表
の
保
育
所
等
の
う

ち
、
第
１
希
望
の
保
育
所
等
へ
開

園
時
間
内
（
㊐
㊗
を
除
く
。）
に
提

出
し
て
く
だ
さ
い
。
下
表
以
外
（
市

外
）
の
保
育
所
等
を
希
望
す
る
場
合

は
子
育
て
推
進
課
へ
提
出
し
て
く
だ

さ
い
。
入
園
に
関
す
る
書
類
・
申
込

書
は
、
10
月
5
日
㊎
か
ら
左
記
及
び

下
表
の
各
保
育
所
等
で
配
布
す
る
ほ

か
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
も
取
得
で

き
ま
す
。

☆
◇
子
育
て
推
進
課 

保
育
係
（
市

民
総
合
セ
ン
タ
ー
1
階
）

☎
０
７
３
９
（
２
６
）
４
９
０
４

◇
各
行
政
局 

住
民
福
祉
課

☎
19
ペ
ー
ジ
参
照

☆http://w
w
w
.city.tanabe.

lg.jp/kosodatesuishin/index.
htm

l

平成 31 年度　学童保育所の入所児童を募集します

問合せ　下記参照

☆
当
該
学
童
保
育
所
の
あ
る
小
学
校

に
通
学
し
て
い
る
1
〜
3
年
生
で
、

左
記
を
満
た
す
方

◇
児
童
の
保
護
者
が
就
労
・
病
気
等

に
よ
り
、
児
童
の
保
育
を
す
る
こ
と

が
で
き
な
い
と
認
め
ら
れ
る
場
合
。

※
就
労
に
よ
り
児
童
の
保
育
を
す
る

こ
と
が
で
き
な
い
状
況
と
は
、
お
お

む
ね
週
3
日（
㊐
を
除
く
。）以
上
で
、

日
中
4
時
間
以
上
就
労
さ
れ
て
い
る

状
態
を
い
い
ま
す
。

※
長
期
休
業
日
は
、
定
員
に
余
裕
が
あ

る
場
合
、6
年
生
ま
で
利
用
で
き
ま
す
。

■
保
育
実
施
日　

㊊
〜
㊎
、第
3
㊏（
8
月
13
日
〜
15
日
、

12
月
29
日
〜
1
月
3
日
、
㊗
は
休
所
）

※
第
3
㊏
以
外
の
㊏
は
、
ひ
が
し
学

童
保
育
所
の
み
開
所
し
て
い
ま
す
。

別
料
金
が
必
要
で
、
市
の
学
童
保
育

所
を
利
用
し
て
い
る
児
童
が
対
象
で

す
。
詳
し
く
は
、
子
育
て
推
進
課
へ

お
問
合
せ
く
だ
さ
い
。

■
保
育
時
間

◇
授
業
の
あ
る
日　

授
業
終
了
後
〜

18
時
30
分

◇
夏
休
み
等
長
期
休
業
日　

8
時
〜

18
時
30
分

☆
月
額
８
０
０
０
円
（
同
一
世
帯
か

ら
２
名
以
上
の
児
童
が
入
所
し
て
い

る
場
合
は
、２
人
目
か
ら
半
額
で
す
。

保
育
料
の
ほ
か
に
、
保
護
者
会
費
・

お
や
つ
代
・
損
害
保
険
料
が
必
要
で

実施主体 保育所等名 定員 保育実施年齢 住所 電話番号

公立

牟婁保育所 90 名 1 歳児から 江川 16-1 ☎ 0739-22-3020
みどり保育所 90 名 0 歳児から 末広町 7-22 ☎ 0739-22-3246
もとまち保育所 130 名 0 歳児から 天神崎 3-28 ☎ 0739-24-6062
はやざと保育所 60 名 0 歳児から 芳養町 1774-9 ☎ 0739-25-0263
稲成保育所 100 名 0 歳児から 稲成町 701-22 ☎ 0739-24-4570
日向保育所 90 名 1 歳児から 上芳養 992-1 ☎ 0739-37-0014
秋津川保育所 30 名 2 歳児から 秋津川 639 ☎ 0739-36-0243
湯ノ又保育園 20 名 2 歳児から 龍神村湯ノ又 200-3 ☎ 0739-79-0120
東保育園 40 名 2 歳児から 龍神村東 193 ☎ 0739-78-0399
柳瀬保育園 40 名 2 歳児から 龍神村柳瀬 18-4 ☎ 0739-77-0914
くりすがわ保育園 80 名 1 歳児から 中辺路町栗栖川 483-1 ☎ 0739-64-0113
ちかの保育園 30 名 1 歳児から 中辺路町近露 1181 ☎ 0739-65-0204
あゆかわ保育園 90 名 0 歳児から 鮎川 2596-1 ☎ 0739-48-0153
ひまわり保育園 30 名 2 歳児から 本宮町大居 3368 ☎ 0735-43-0213
たんぽぽ保育園 30 名 2 歳児から 本宮町耳打 490 ☎ 0735-42-0323

私立
（社会福祉法人）

いずみ保育園 90 名 0 歳児から 高雄三丁目 35-21 ☎ 0739-24-0002
芳養保育所 60 名 0 歳児から 芳養松原一丁目 2-22 ☎ 0739-22-3197
扇ヶ浜保育所 40 名 0 歳児から 上屋敷二丁目 14-25 ☎ 0739-22-8451
会津保育所 120 名 0 歳児から 秋津町 206-4 ☎ 0739-22-3021
あゆみ保育所 120 名 0 歳児から 文里二丁目 7-13 ☎ 0739-22-6800
わんぱく保育所 80 名 0 歳児から 新庄町 2222-1 ☎ 0739-81-2666
こどものへや保育園 90 名 0 歳児から 明洋二丁目 23-38 ☎ 0739-25-2126
まろみ保育所 130 名 0 歳児から 中万呂 519-1 ☎ 0739-33-9911

私立
（認定こども園）

うえのやま学園認定こども園 60 名 0 歳児から 古尾 17-1 ☎ 0739-22-3751
認定こども園立正幼稚園 140 名 0 歳児から 東陽 16-45 ☎ 0739-22-6400

※「保育実施年齢」とは平成 31 年 4 月 1 日現在の満年齢であり、「0歳児」は入所の日において 6か月以上の児童
をいいます。
※「もとまち保育所」では、1歳児からの障害児母子通所保育を行っています。
※「みかわ保育園」「とみさと保育園」は休園中のため園児募集はありません。

す
。
世
帯
の
課
税
状
況
に
よ
り
保
育

料
の
減
免
措
置
が
あ
り
ま
す
。）

☆
◇
平
成
31
年
4
月
1
日
か
ら
入
所

を
希
望
す
る
方
（
一
斉
申
込
み
）

　

10
月
15
日
㊊
〜
11
月
30
日
㊎
に
、

入
所
申
込
書
に
就
労
証
明
書
等
を
添

え
て
、
子
育
て
推
進
課
へ
提
出
し
て

く
だ
さ
い
。（
鮎
川
学
童
保
育
所
は

大
塔
行
政
局
住
民
福
祉
課
、
中
辺
路

学
童
保
育
所
は
中
辺
路
行
政
局
住
民

福
祉
課
で
も
受
け
付
け
ま
す
。）
申

込
書
は
10
月
5
日
㊎
か
ら
下
記
及
び

各
学
童
保
育
所
で
配
布
す
る
ほ
か
、

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
も
取
得
で
き
ま

す
。
今
年
度
、
学
童
保
育
所
に
入
所

し
て
い
る
方
も
、
再
度
申
込
書
の
提

出
が
必
要
で
す
。（
定
員
超
過
で
入

所
で
き
な
い
場
合
も
あ
り
ま
す
。）

◇
一
斉
申
込
後
の
随
時
受
付　

子
育

て
推
進
課
で
随
時
受
付
を
し
ま
す
。

な
お
、
受
付
順
位
は
、
一
斉
受
付
期

間
中
に
申
込
ま
れ
た
方
の
次
順
位
と

な
り
ま
す
。

◇
夏
休
み
等
長
期
休
業
日
の
み
の
利

用
に
つ
い
て　

平
成
31
年
4
月
1
日

か
ら
の
通
年
利
用
者
の
利
用
状
況
に

よ
り
、
定
員
に
余
裕
の
あ
る
学
童
保

育
所
の
み
、
次
の
日
程
で
申
し
込
み

受
付
を
し
ま
す
。
他
校
区
へ
の
入
所

も
可
能
で
す
の
で
、
お
問
い
合
わ
せ

く
だ
さ
い
。

・
春
休
み
（
平
成
31
年
4
月
の
利
用
）

平
成
31
年
2
月
1
日
〜
22
日

・
夏
休
み

２
０
１
９
年
6
月
3
日
〜
24
日

・
冬
休
み

２
０
１
９
年
11
月
1
日
〜
22
日

・
春
休
み（
２
０
２
０
年
3
月
の
利
用
）

２
０
２
０
年
2
月
3
日
〜
24
日

☆
◇
子
育
て
推
進
課 

保
育
係
（
市

民
総
合
セ
ン
タ
ー
1
階
）

☎
０
７
３
９
（
２
６
）
４
９
０
４

◇
大
塔
行
政
局 

住
民
福
祉
課

19
ペ
ー
ジ
参
照

◇
中
辺
路
行
政
局 

住
民
福
祉
課

19
ペ
ー
ジ
参
照

☆h
ttp
/w
w
w
.city.tan

ab
e.

lg
.jp
/k
o
so
d
a
te
su
ish
in
/

h
o
iku
syo
/gaku

d
o
u
h
o
iku
.

htm
l

校区 学童保育所名 定員 住所 電話

田辺第三小学校 西部学童保育所 40 名 上の山二丁目
6-10 ☎ 0739-25-3016

芳養小学校 芳養学童保育所 40 名 芳養松原二丁
目 18-36 ☎ 0739-26-7454

会津小学校 会津学童保育所 100 名 下万呂 59-1 ☎ 0739-26-9208
田辺東部小学校 ひがし学童保育所 50 名 南新万 28-1 ☎ 0739-26-4935
田辺第二小学校 なんぶ学童保育所 50 名 東陽 21-1 ☎ 0739-26-2732

三栖小学校 三栖学童保育所 80 名
（予定）中三栖 2095 ☎ 0739-34-0340

稲成小学校 稲成学童保育所 40 名 稲成町 780 ☎ 0739-22-4141
上秋津小学校 上秋津学童保育所 40 名 上秋津 2196-1 ☎ 0739-35-1220

田辺第一小学校 中部学童保育所 40 名 上屋敷一丁目
2-1 ☎ 0739-25-9500

中芳養小学校 中芳養学童保育所 40 名 中芳養 1882-1 ☎ 0739-22-3120
新庄第二小学校 新庄第二学童保育所 40 名 新庄町 3193 ☎ 0739-26-2262
鮎川小学校 鮎川学童保育所 40 名 鮎川 2567-1 ☎ 0739-48-0627

中辺路小学校 中辺路学童保育所 40 名 中辺路町栗栖
川 78 ☎ 0739-64-0333

※ひがし学童保育所はひがしコミュニティセンター、三栖学童保育所は三栖小
学校の前に建築中（平成 31 年 3 月中に完成予定）、中芳養学童保育所は中芳養
幼稚園の隣地、鮎川学童保育所は大塔行政局、それ以外は同小学校内で開設し
ています。
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修学奨学生（奨学金・入学準備金）を募集します

問合せ　下記参照

熊野古道なかへち美術館開館 20 周年記念展Ⅱ
『野長瀬晩花－国画創作協会の画家たちとともに－』を開催します

問合せ　市立美術館（☎ 0739-24-3770）

「
近
代
紀
南
の
画
家
Ⅰ　

楠
本

秀
男
」を
同
時
に
開
催
し
ま
す
。

☆
２
５
０
円
（
２
０
０
円
）　

※
（　

）
内
は
20
名
以
上
の
団

体
割
引
料
金
で
す
。
学
生
及
び

18
歳
未
満
の
方
は
無
料
で
す
。

そ
の
他
観
覧
料
の
減
額
や
免
除

の
制
度
も
あ
り
ま
す
の
で
、
お

問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

【
展
示
解
説
会
】

☆
10
月
20
日
㊏
・
11
月
17
日
㊏

☆
14
時
〜

☆
学
芸
員
に
よ
る
展
示
解
説
会

を
行
い
ま
す
。

【
関
西
文
化
の
日
】

　

11
月
17
日
㊏
は
観
覧
料
を
無

料
に
し
ま
す
。

【
奨
学
金
】
※
無
利
子
で
貸
与

☆
平
成
31
年
４
月
に
大
学
・
短

大
・
専
修
学
校
・
高
専
・
高
校

等
へ
進
学
す
る
方
及
び
在
学
し

て
い
る
方
で
、
保
護
者
が
市
に

住
民
票
の
あ
る
方
（
※
1
）

■
奨
学
金
（
月
額
）・
人
数

◇
大
学　

3
万
円
（
入
学
準
備
金

併
用
時
は
2
万
円
）　

10
名
程
度

◇
短
大
、
高
専
４
・
５
年
生
、

専
修
学
校
専
門
課
程　

3
万

円
（
入
学
準
備
金
併
用
時
は

1
万
５
０
０
０
円
）
5
名
程
度

◇
高
校
、
高
専
1
〜
3
年
生
、

専
修
学
校
高
等
課
程　

1
万
円

5
名
程
度

【
入
学
準
備
金
】
※
無
利
子
で
貸
与

☆
平
成
31
年
4
月
に
大
学
・
短

大
の
1
学
年
、
又
は
修
業
年
限

2
年
以
上
の
専
修
学
校
専
門
課

程
の
1
学
年
へ
進
学
を
希
望
し

て
い
る
方
で
、
保
護
者
が
市
に

住
民
票
の
あ
る
方
（
大
学
へ
の

編
入
学
を
含
む
。）（
※
1
）

■
貸
与
金
額
・
人
数

50
万
円
以
内　

5
名
程
度

【
共
通
事
項
】

（
※
1
）
通
信
教
育
、
専
攻
科
、

別
科
、
大
学
院
を
除
き
ま
す
。

専
修
学
校
は
、
学
校
教
育
法
第

１
２
４
条
に
規
定
さ
れ
る
学
校

で
あ
り
、
第
１
３
４
条
に
規
定

さ
れ
る
各
種
学
校
は
含
ま
れ
ま

せ
ん
。
専
修
学
校
の
う
ち
対
象

と
な
る
の
は
、
高
等
課
程
と
専

門
課
程
で
す
。

■
申
請
基
準　

修
学
奨
学
生
所

得
基
準
内
に
該
当
す
る
世
帯

■
提
出
書
類　

願
書
・
推
薦
調

書
・
所
得
証
明
書
・
市
税
完
納

証
明
書
、
専
修
学
校
生
は
学
校

の
募
集
要
項
等

☆
10
月
１
日
㊊
〜
22
日
㊊
に
、

在
学
中
の
学
校
又
は
卒
業
し
た

学
校
で
手
続
を
し
て
く
だ
さ

い
。
た
だ
し
、
大
学
・
短
大
・

専
修
学
校
専
門
課
程
に
在
学
し

て
い
る
方
は
、
左
記
で
手
続
を

し
て
く
だ
さ
い
。

■
結
果
発
表　

選
考
委
員
会
で

選
考
の
上
、
11
月
下
旬
に
結
果

を
通
知
し
ま
す
。

■
返
還　

卒
業
後
6
か
月
経
過

後
10
年
以
内
に
返
還

☆
◇
教
育
総
務
課 

庶
務
係

☎
０
７
３
９
（
２
６
）
９
９
４
１

◇
龍
神
教
育
事
務
所

☎
０
７
３
９
（
７
８
）
０
３
０
１

◇
中
辺
路
教
育
事
務
所  

☎
０
７
３
９
（
６
４
）
０
５
０
４

◇
大
塔
教
育
事
務
所

☎
０
７
３
９
（
４
８
）
０
２
１
２

◇
本
宮
教
育
事
務
所

☎
０
７
３
５
（
４
２
）
１
１
６
４ 

☆
10
月
6
日
㊏
〜
11
月
25
日
㊐

☆
10
時
〜
17
時
（
入
館
は
16
時

30
分
ま
で
）

☆
毎
週
㊊
（
た
だ
し
10
月
8
日

㊗
は
開
館
）・
10
月
9
日
㊋

☆
市
立
美
術
館

☆
１
８
８
９
（
明
治
22
）
年
に

現
在
の
中
辺
路
町
に
生
ま
れ
、

京
都
画
壇
で
活
躍
し
た
野
長
瀬

晩
花
の
芸
術
を
改
め
て
振
り
返

り
ま
す
。
ま
た
晩
花
と
と
も
に

国
画
創
作
協
会
を
創
立
し
て
大

正
期
の
日
本
画
の
表
現
を
刷
新

す
る
活
動
を
し
た
画
家
た
ち
の

作
品
も
紹
介
し
ま
す
。

　

近
代
の
紀
南
地
方
の
画
家
た

ち
の
活
動
を
探
る
小
企
画
展
、

各種文化事業を開催します

問合せ　文化振興課 文化振興係（☎ 0739-26-9943）

☆
◇
第
１
期　

10
月
５
日
㊎
〜
７
日
㊐

書
・
彫
塑
・
生
花

◇
第
２
期　

10
月
12
日
㊎
〜
14
日
㊐

洋
画
・
写
真
・
工
芸

☆
9
時
〜
19
時
（
各
期
最
終
日
は
17

時
ま
で
）

☆
紀
南
文
化
会
館
（
小
ホ
ー
ル
・
研

修
室
・
展
示
ホ
ー
ル
）

▲野長瀬晩花《女人図屛
びょうぶ

風》　1916（大正 5）年頃

☆
12
月
9
日
㊐

☆
15
時
開
演
（
14
時
30
分
開
場
）

☆
紀
南
文
化
会
館
「
大
ホ
ー
ル
」

☆
◇
指
揮　

飯
守 

泰
次
郎

◇
関
西
フ
ィ
ル
ハ
ー
モ
ニ
ー
管
弦
楽
団

◇
小
川 

里
美
（
ソ
プ
ラ
ノ
）

◇
小
林 

由
佳
（
ア
ル
ト
）

◇
福
井 

敬
（
テ
ノ
ー
ル
）

◇
須
藤 

慎
吾
（
バ
リ
ト
ン
）

◇
合
唱　

田
辺
第
九
合
唱
団
、
田
辺

高
等
学
校
合
唱
部
（
賛
助
）

◇
合
唱
指
揮　

原 

盾
二
郎

◇
曲
目

・
モ
ー
ツ
ァ
ル
ト
：
歌
劇「
ド
ン
・
ジ
ョ

ヴ
ァ
ン
ニ
」
序
曲

・
ベ
ー
ト
ー
ヴ
ェ
ン
：
交
響
曲
第
九

番
ニ
短
調
作
品
1
2
5
「
合
唱
つ

き
」

☆
4
0
0
0
円　

全
指
定
席
（
未

就
学
児
の
入
場
は
で
き
ま
せ
ん
。）

◇
チ
ケ
ッ
ト
の
発
売
日
及
び
発
売
所

　

10
月
19
日
㊎
か
ら
、
紀
南
文
化
会

館
、
文
化
振
興
課
、
龍
神
市
民
セ
ン

タ
ー
、
中
辺
路
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン

タ
ー
、
大
塔
総
合
文
化
会
館
、
本
宮

教
育
事
務
所
で
販
売
し
ま
す
。

■
託
児
所　

託
児
料
は
１
０
０
０
円

（
要
予
約
）
で
、
0
歳
〜
5
歳
の
お
子

さ
ん
が
対
象
で
す
。
11
月
26
日
㊊
ま

で
に
下
記
へ
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

【
小
中
学
生
・
高
校
生
鑑
賞
教
室
】

☆
市
及
び
そ
の
周
辺
町
村
在
住
の
小

中
学
生
・
高
校
生
。
た
だ
し
、
小
学

生
は
保
護
者
の
引
率
が
必
要
で
す
。

※
学
校
が
団
体
に
よ
り
引
率
の
場
合

は
除
く
。

☆
２
０
０
名
（
座
席
は
２
階
席
）

☆
小
学
生
引
率
保
護
者
（
１
児
童
に

つ
き
１
名
）
の
み
、
引
率
者
入
場
料

2
0
0
0
円
が
必
要
で
す
。

☆
11
月
16
日
㊎
﹇
必
着
﹈
ま
で
に
、

は
が
き
に
学
校
名
・
学
年
・
氏
名
・

住
所
及
び
電
話
番
号
（
小
学
生
は
引

率
保
護
者
の
氏
名
及
び
住
所
）
を
ご

記
入
の
上
、お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

な
お
、
申
込
み
が
多
数
の
場
合
は
、

抽
選
と
な
り
ま
す
。

■
入
場
に
つ
い
て　

必
要
事
項
を
記

載
し
た
は
が
き
（
承
認
通
知
書
）
を

送
付
し
ま
す
の
で
、
当
日
、
13
時
30

分
〜
14
時
30
分
の
間
に
受
付
に
提
示

し
て
座
席
指
定
券
の
交
付
を
受
け
、

入
場
し
て
く
だ
さ
い
。

　

な
お
、
保
護
者
、
引
率
者
は
そ
の

際
に
入
場
料
を
お
支
払
い
く
だ
さ
い
。

☆
文
化
振
興
課 

文
化
振
興
係
（
市

民
総
合
セ
ン
タ
ー
3
階
）

〒
6
4
6
―

０
０
２
８

高
雄
一
丁
目
23
―

1

第
65
回
田
辺
市
美
術
展
覧
会

第
33
回
田
辺
第
九
演
奏
会
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市
営
墓
地
の
使
用
者
を
募
集
し
ま
す

■
募
集
墓
地

◇
芳
養
み
ど
り
墓
地
（
西
墓
地
）

◇
神
子
浜
墓
地

◇
本
宮
町
大
居
墓
地

※
募
集
区
画
や
申
込
み
資
格
等
は
、
左

記
へ
お
問
い
合
わ
せ
い
た
だ
く
か
、

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

☆
10
月
12
日
㊎
〜
26
日
㊎
﹇
必
着
﹈
に

「
田
辺
市
墓
地
使
用
申
込
書
」
へ
必
要

事
項
を
記
入
・
押
印
の
上
、
左
記
へ
ご

提
出
く
だ
さ
い
。
申
込
書
は
、環
境
課
・

芳
養
連
絡
所
・
各
行
政
局
住
民
福
祉
課

で
配
布
し
て
い
る
ほ
か
、
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
か
ら
も
取
得
で
き
ま
す
。

☆
◇
申
込
み
受
付

環
境
課 

環
境
対
策
係
（
本
庁
舎
2
階
）

〒
６
４
６
―

８
５
４
５　

新
屋
敷
町
１

旧
市
内
め
ぐ
り 

市
民
ウ
ォ
ー
ク
の

参
加
者
を
募
集
し
ま
す

　

田
辺
市
体
育
連
盟
創
立
70
周
年
記
念

事
業
と
し
て
、
旧
市
内
を
巡
り
、
各
所

旧
跡
（
芳
養
王
子
跡
、
蟻
通
神
社
、
鬪

雞
神
社
等
）
を
ガ
イ
ド
さ
ん
の
説
明
を

聞
き
な
が
ら
歩
く
市
民
ウ
ォ
ー
ク
を
開

催
し
ま
す
。

☆
☆
11
月
４
日
㊐ 

8
時
〜（
少
雨
決
行
）

☆
田
辺
ス
ポ
ー
ツ
パ
ー
ク
体
育
館
前
駐

車
場

☆
市
内
在
住
の
方
（
小
学
生
以
下
は
保

護
者
同
伴
）

☆
45
名
﹇
先
着
﹈

☆
飲
物
・
雨
具
・
杖
（
必
要
な
方
）

■
服
装　

運
動
で
き
る
服
装
・
靴
（
防

寒
着
等
ご
準
備
く
だ
さ
い
。）

☆
10
月
10
日
㊌
〜
19
日
㊎
に
、
申
込
書

に
住
所
・
氏
名
・
年
齢
・
電
話
番
号

を
ご
記
入
の
上
、
左
記
へ
直
接
又
は

F
A
X
・
E
メ
ー
ル
で
お
申
し
込
み

く
だ
さ
い
。
申
込
書
は
、
左
記
で
配
布

し
て
い
る
ほ
か
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら

も
取
得
で
き
ま
す
。

☆
田
辺
市
体
育
連
盟
事
務
局
（
田
辺
ス

ポ
ー
ツ
パ
ー
ク
管
理
事
務
所
内
）

〒
６
４
６
―

０
０
６
１　

上
の
山
一
丁

目
23
―

１
―

1

☆
０
７
３
９
（
２
５
）
２
５
３
１

☆
０
７
３
９
（
２
５
）
０
３
８
７

☆sports@
city.tanabe.lg.jp

消
防
体
験
教
室
の
参
加
者
を
募
集
し

ま
す

☆
☆
11
月
10
日
㊏　

9
時
15
分
〜
12
時

☆
市
消
防
本
部
（
駐
車
場
あ
り
）

☆
親
子
で
消
防
体
験
教
室
へ
参
加
し
ま

せ
ん
か
。
消
防
教
室
、
レ
ス
キ
ュ
ー
体

験
、
模
擬
火
災
体
験
、
指
令
セ
ン
タ
ー

見
学
等
が
あ
り
ま
す
。

☆
田
辺
市
又
は
上
富
田
町
在
住
の
小
学

生
（
3
年
生
以
上
）
及
び
保
護
者

☆
25
組
﹇
先
着
﹈（
保
護
者
同
伴
）

☆
飲
物

■
服
装　

動
き
や
す
い
服
装

☆
10
月
10
日
㊌
〜
25
日
㊍
に
、
参
加
申

込
書
を
最
寄
り
の
消
防
署
に
提
出
し
て

い
た
だ
く
か
、
左
記
へ
F
A
X
又
は

Ｅ
メ
ー
ル
で
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

参
加
申
込
書
は
、
各
消
防
署
で
配
布
す

る
ほ
か
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
も
取
得

で
き
ま
す
。

☆
市
消
防
本
部 

予
防
課 

予
防
係

☆
０
７
３
９
（
２
６
）
９
９
５
４

☆
０
７
３
９
（
２
２
）
３
４
０
２

☆yobou@
city.tanabe.lg.jp

☆

h
ttp

://w
w

w
.city.tan

ab
e.

lg.jp/shoubo/index.htm
l

セ
ク
シ
ュ
ア
ル
マ
イ
ノ
リ
テ
ィ
の
子

供
た
ち
に
つ
い
て
考
え
る
講
座
を
開

催
し
ま
す

☆
11
月
3
日
㊏
㊗

☆
13
時
〜
16
時
30
分
（
12
時
30
分
受
付

開
始
）

☆
市
民
総
合
セ
ン
タ
ー
2
階
「
交
流

ホ
ー
ル
」

☆
セ
ク
シ
ュ
ア
ル
マ
イ
ノ
リ
テ
ィ
（
性

的
少
数
者
）
の
基
礎
を
理
解
し
、
子
供

と
の
接
す
る
際
の
注
意
点
な
ど
を
学
び

ま
す
。

☆
80
名
﹇
先
着
﹈

☆
11
月
2
日
㊎
ま
で
に
、
左
記
へ
電
話

又
は
E
メ
ー
ル
で
お
申
し
込
み
く
だ

さ
い
。

■
一
時
保
育　

対
象
は
小
学
3
年
生
ま

で
で
、
無
料
。
定
員
は
10
名
。

※
一
時
保
育
の
締
切
り
は
10
月
23
日
㊋

で
す
。

☆
◇
男
女
共
同
参
画
セ
ン
タ
ー

☆
０
７
３
９
（
２
６
）
４
９
３
６

☆danjo@
city.tanabe.lg.jp

◇
特
定
非
営
利
活
動
法
人 

チ
ー
ム
紀

伊
水
道

☆kii.suidoh@
gm

ail.com

脳
わ
く
わ
く
ク
ッ
キ
ン
グ
の
参
加
者

を
募
集
し
ま
す

　
「
さ
ん
ま
寿
司
を
作
ろ
う
」
を
開
催

し
ま
す
。
郷
土
料
理
を
思
い
出
し
、
作

り
方
を
見
直
す
こ
と
は
、
脳
の
働
き
の

改
善
に
つ
な
が
り
ま
す
。
ま
た
、
さ
ん

ま
に
は
脳
に
良
い
栄
養
素
が
豊
富
に
含

ま
れ
て
い
ま
す
。

　

慣
れ
親
し
ん
だ
料
理
を
思
い
返
し
、

改
め
て
寿
司
職
人
の
講
師
か
ら
教
わ
っ

て
、
家
庭
の
味
と
の
違
い
を
見
付
け
に

来
ま
せ
ん
か
？

☆
11
月
22
日
㊍

☆
10
時
〜
13
時
（
受
付
9
時
30
分
〜
）

☆
市
民
総
合
セ
ン
タ
ー
4
階
「
料
理
実

習
室
」

☆
市
に
住
民
票
が
あ
る
65
歳
以
上
の
方

☆
12
名
﹇
先
着
﹈

☆
７
０
０
円
（
食
材
の
価
格
に
よ
り
変

動
あ
り
）

☆
エ
プ
ロ
ン
・
三
角
巾
・
手
拭
き
タ
オ

ル
・
マ
ス
ク
・
上
靴
（
滑
り
に
く
い
物
）・

市
営
住
宅
の
入
居
者
を
募
集
し
ま
す

■
募
集
住
宅
（
各
1
戸
）

◇
本
庁
管
内

《
芳
養
松
原
》
い
ち
ご
﹇
母
子
﹈

《
新
庄
》
内
之
浦

《
神
子
浜
》
神
子
浜
﹇
単
・
可
﹈
※

◇
龍
神
行
政
局
管
内
（
１
戸
）

《
甲
斐
ノ
川
》
甲
斐
ノ
川

■
語
句
説
明

﹇
母
子
﹈
20
歳
未
満
の
児
童
を
扶
養
し
、

同
居
し
て
い
る
母
子
世
帯
を
対
象
に
募

集
す
る
住
宅
で
、
入
居
後
、
そ
の
児
童

が
20
歳
を
迎
え
る
ま
で
に
退
去
し
て
い

た
だ
き
ま
す
。

﹇
単
・
可
﹈
単
身
者
及
び
世
帯
で
の
申

込
み
が
で
き
ま
す
。

※
告
知
事
項
が
あ
り
ま
す
の
で
、
下
記

へ
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

■
間
取
り
・
家
賃
等　

間
取
り
は
２

Ｄ
Ｋ
・
３
Ｄ
Ｋ
等
タ
イ
プ
が
異
な
り

ま
す
。
家
賃
は
、
６
２
０
０
円
〜

３
万
５
６
０
０
円
で
、
住
宅
や
所
得
に

よ
り
異
な
り
ま
す
。

★
10
月
３
日
㊌
〜
24
日
㊌
﹇
消
印
﹈
に

下
記
へ
郵
送
で
お
申
し
込
み
く
だ
さ

い
。
申
込
用
紙
は
下
記
又
は
各
行
政
局

産
業
建
設
課
（
19
ペ
ー
ジ
参
照
）
で
配

布
し
て
い
ま
す
。

■
そ
の
他　

応
募
者
多
数
の
場
合
は
抽

選
で
決
定
。
抽
選
は
、
10
月
31
日
㊌
10

時
か
ら
本
庁
舎
３
階
「
第
一
会
議
室
」

で
行
い
ま
す
。
な
お
、
募
集
団
地
等
を

変
更
す
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

■
随
時
募
集
住
宅
﹇
先
着
﹈

◇
龍
神
行
政
局
管
内　

1
戸

◇
中
辺
路
行
政
局
管
内　

7
戸

◇
大
塔
行
政
局
管
内　

6
戸

★
建
築
課 

市
営
住
宅
係

〒
６
４
６
―

８
５
４
５　

新
屋
敷
町
1

社
会
福
祉
セ
ン
タ
ー
1
階

☆
０
７
３
９
（
２
６
）
９
９
３
６

☆
０
７
３
９
（
２
６
）
９
９
２
７

◇
本
宮
町
大
居
墓
地
に
関
す
る
こ
と

本
宮
行
政
局 

住
民
福
祉
課

〒
６
４
７
―

１
７
９
２

本
宮
町
本
宮
２
１
９

☆
０
７
３
５
（
４
２
）
０
０
０
４

☆

h
ttp

://w
w

w
.city.tan

ab
e.

lg.jp/kankyo/index.htm
l

男
女
共
同
参
画
推
進
員
企
画
カ
ジ
メ

ン
料
理
教
室
を
開
催
し
ま
す

☆
11
月
11
日
㊐

☆
10
時
30
分
〜
13
時
30
分
頃

☆
市
民
総
合
セ
ン
タ
ー
4
階
「
料
理
実

習
室
」

☆
お
料
理
が
苦
手
な
方
も
手
軽
に
で
き

る
、
お
い
し
く
て
簡
単
な
お
つ
ま
み
メ

ニ
ュ
ー
で
す
。
秋
の
夜
長
に
、
お
う
ち

で
家
族
や
仲
間
と
ゆ
っ
た
り
語
ら
い
の

時
間
を
楽
し
み
ま
せ
ん
か
。

◇
メ
ニ
ュ
ー　

チ
ー
ズ
の
燻く
ん
せ
い製

、
タ
ン

ド
リ
ー
チ
キ
ン
、ザ
ー
サ
イ
豆
腐
、ガ
ー

リ
ッ
ク
パ
ン 

等

◇
講
師　

田
辺
市
食
生
活
改
善
推
進
協

議
会
田
辺
支
部

☆
16
歳
以
上
の
方

☆
20
名
﹇
先
着
﹈

☆
５
０
０
円

☆
エ
プ
ロ
ン
・
三
角
巾
・
ス
リ
ッ
パ
・

手
拭
き
・
筆
記
用
具

☆
10
月
12
日
㊎
か
ら
、
左
記
へ
電
話
又

は
Ｅ
メ
ー
ル
で
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

■
一
時
保
育　

対
象
は
小
学
3
年
生
ま

で
で
、
無
料
。
定
員
は
10
名
。

※
一
時
保
育
の
締
切
り
は
10
月
31
日
㊌

で
す
。

☆
男
女
共
同
参
画
セ
ン
タ
ー

☆
０
７
３
９
（
２
６
）
４
９
３
６

☆danjo@
city.tanabe.lg.jp

筆
記
用
具

☆
10
月
11
日
㊍
〜
26
日
㊎
に
、
各
個
人

で
左
記
へ
電
話
で
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

☆
や
す
ら
ぎ
対
策
課 

高
齢
福
祉
係

☆
０
７
３
９
（
２
６
）
４
９
１
０

健
康
推
進
員
養
成
講
習
会
を
開
催
し

ま
す

　

和
歌
山
県
で
は
、
県
民
の
健
康
の
向

上
を
目
指
し
、
が
ん
検
診
や
健
康
診
査

の
受
診
を
促
進
す
る
健
康
推
進
員
を
養

成
し
て
い
ま
す
。
是
非
、
健
康
推
進
員

と
な
っ
て
地
域
の
健
康
づ
く
り
を
推
進

し
て
い
き
ま
せ
ん
か
。

☆
☆
①
11
月
7
日
㊌　

13
時
30
分
〜
16

時
30
分

②
11
月
14
日
㊌　

13
時
30
分
〜
17
時

☆
西
牟
婁
振
興
局
4
階
「
大
会
議
室
」

☆
①
◇
開
会
式

◇
健
康
日
本
21
、
第
三
次
和
歌
山
県
健

康
増
進
計
画

◇
ア
ン
チ
エ
イ
ジ
ン
グ
の
た
め
の
身
体

活
動

②
◇
生
活
習
慣
病
に
つ
い
て

◇
み
な
べ
町
の
健
康
状
態
と
健
診
状
況

に
つ
い
て
※

◇
グ
ル
ー
プ
ワ
ー
ク
※

◇
修
了
認
定
書
授
与
式
（
5
分
の
4
以

上
受
講
い
た
だ
い
た
方
に
修
了
認
定
書

を
お
渡
し
し
ま
す
。
※
は
必
須
課
目
で

す
。）

☆
2
日
間
の
講
義
を
原
則
全
て
受
講
で

き
る
方

☆
10
月
30
日
㊋
ま
で
に
、
左
記
へ
電
話

で
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

☆
健
康
増
進
課 

健
康
管
理
係

☆
０
７
３
９
（
２
６
）
４
９
０
１

☆

h
ttp

://w
w

w
.city.tan

ab
e.

lg.jp/sports/index.htm
l
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巡
回
行
政
相
談
所
を
開
設
し
ま
す

　

10
月
15
日
㊊
〜
21
日
㊐
は
「
行
政
相

談
週
間
」
で
す
。
総
務
省
委
嘱
の
行
政

相
談
委
員
が
、
巡
回
行
政
相
談
所
を
次

の
と
お
り
開
設
し
ま
す
。
秘
密
厳
守
・

相
談
無
料
、
事
前
予
約
は
不
要
で
す
。

お
気
軽
に
お
越
し
く
だ
さ
い
。

☆
①
10
月
16
日
㊋
、
②
10
月
17
日
㊌

☆
13
時
〜
15
時

☆
①
万
呂
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー

②
三
川
連
絡
所

☆
自
治
振
興
課 

市
民
生
活
係

☆
０
７
３
９
（
２
６
）
９
９
１
１

税
に
つ
い
て
の
各
種
説
明
会
を
開
催

し
ま
す

☆
10
月
9
日
㊋

☆
①
13
時
30
分
〜
14
時
30
分
、
②
14
時

40
分
〜
16
時

☆
紀
南
文
化
会
館
「
大
ホ
ー
ル
」

☆
①
消
費
税
軽
減
税
率
制
度
説
明
会

・
消
費
税
軽
減
税
率
制
度
の
概
要

・
イ
ン
ボ
イ
ス
制
度
の
概
要

②
改
正
法
人
税
法
等
説
明
会

・
所
得
拡
大
促
進
税
制
の
改
組

・
収
益
認
識
に
関
す
る
会
計
基
準
の
創
設

・
ｅ
‐
Ｔ
ａ
ｘ
に
よ
る
申
告
の
特
例
制

度
の
創
設

☆
田
辺
税
務
署 
法
人
課
税
第
1
部
門

☆
０
７
３
９
（
２
２
）
１
２
５
０

高
齢
者
の
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
予
防
接

種
を
助
成
し
ま
す

☆
◇
65
歳
以
上
の
市
民
（
昭
和
28
年
12

月
31
日
以
前
生
ま
れ
の
方
）

◇
心
臓
、
腎
臓
若
し
く
は
呼
吸
器
の
機

能
障
害
又
は
ヒ
ト
免
疫
不
全
ウ
イ
ル
ス

に
よ
る
免
疫
の
機
能
障
害
を
有
す
る
60

歳
以
上
65
歳
未
満
の
方
（
接
種
を
希
望

さ
れ
る
方
は
、
事
前
に
主
治
医
に
ご
相

談
の
上
、
下
記
へ
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

診
断
書
等
が
必
要
に
な
る
場
合
が
あ
り

ま
す
。）

■
接
種
方
法　

65
歳
以
上
の
対
象
者
へ

９
月
下
旬
に
発
送
す
る
案
内
に
同
封
の

「
実
施
医
療
機
関
一
覧
」
で
接
種
の
で

き
る
医
療
機
関
を
確
認
し
、予
約
の
上
、

「
依
頼
券
」
及
び
「
予
診
票
」
を
接
種

予
約
日
に
お
持
ち
く
だ
さ
い
。
実
施
医

療
機
関
等
は
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
も
記

載
し
て
い
ま
す
。

　

実
施
医
療
機
関
一
覧
に
掲
載
が
な
い

医
療
機
関
で
も
、
和
歌
山
県
予
防
接
種

広
域
化
事
業
に
よ
り
接
種
で
き
る
場
合

が
あ
り
ま
す
の
で
、
事
前
に
下
記
へ
ご
確

認
く
だ
さ
い
。
事
前
連
絡
の
な
い
場
合

は
、
当
該
事
業
の
対
象
と
な
り
ま
せ
ん
。

■
自
己
負
担
金　

１
５
０
０
円

※
生
活
保
護
受
給
者
は
、
福
祉
課
で
発

行
す
る
証
明
書
を
医
療
機
関
へ
提
出
し

た
場
合
、
無
料
と
な
り
ま
す
。

■
実
施
期
間

暴
力
追
放
決
起
集
会
及
び
街
頭
啓
発

パ
レ
ー
ド
を
開
催
し
ま
す

　

市
民
の
基
本
的
人
権
を
侵
害
す
る
あ

ら
ゆ
る
暴
力
を
排
除
し
、
明
る
く
平
和

な
ま
ち
づ
く
り
を
推
進
す
る
た
め
、
市

内
の
各
種
団
体
等
が
加
盟
す
る
田
辺
市

暴
力
追
放
協
議
会
を
設
立
し
て
い
ま

す
。
今
年
も
左
記
の
と
お
り
開
催
し
ま

す
の
で
、
市
民
の
皆
さ
ん
の
多
数
の
ご

参
加
を
お
願
い
し
ま
す
。

☆
10
月
23
日
㊋

【
暴
力
追
放
決
起
集
会
】

☆
13
時
30
分
〜
14
時
10
分
頃

☆
紀
南
文
化
会
館
4
階
「
小
ホ
ー
ル
」

【
和
歌
山
県
警
察
音
楽
隊
に
よ
る
演
奏

会
】

☆
14
時
20
分
〜
14
時
50
分

☆
紀
南
文
化
会
館
4
階
「
小
ホ
ー
ル
」

【
民
事
介
入
暴
力
臨
時
相
談
所
】

☆
12
時
30
分
〜
14
時
50
分

☆
紀
南
文
化
会
館
4
階
「
研
修
室
３
」

☆
和
歌
山
県
警
察
並
び
に
公
益
社
団
法

人
和
歌
山
県
暴
力
追
放
県
民
セ
ン
タ
ー

の
ご
協
力
を
い
た
だ
き
ま
す
。
相
談
は

秘
密
厳
守
で
す
の
で
、
暴
力
団
等
で
お

困
り
の
方
は
、
お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ

さ
い
。

田
辺
市
ひ
き
こ
も
り
支
援
啓
発
講
演

会
・
和
歌
山
県
地
域
若
者
支
援
公
開

セ
ミ
ナ
ー
を
開
催
し
ま
す

☆
☆
10
月
20
日
㊏　

14
時
〜
16
時

☆
県
立
情
報
交
流
セ
ン
タ
ー
Ｂ
ｉ
ｇ
・

Ｕ
1
階
「
多
目
的
ホ
ー
ル
」

☆
日
本
で
初
め
て
ア
ル
コ
ー
ル
依
存
病

棟
を
設
立
し
た
久
里
浜
医
療
セ
ン
タ
ー

か
ら
、
依
存
症
治
療
で
培
っ
た
専
門
性

を
も
と
に
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
依
存
の

治
療
に
取
り
組
ま
れ
て
い
る
講
師
を
お

迎
え
し
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
に
依
存
す

る
背
景
や
、
上
手
に
活
用
す
る
た
め
の

サ
ポ
ー
ト
に
つ
い
て
の
お
話
を
お
聞
き

し
ま
す
。

◇
演
題　
「
ネ
ッ
ト
に
避
難
す
る
若
者

と
ひ
き
こ
も
り
」

◇
講
師　

中
山 

秀
紀 

さ
ん
（
独
立
行

政
法
人
国
立
病
院
機
構 

久
里
浜
医
療

セ
ン
タ
ー 

精
神
科
医
長
）

☆
健
康
増
進
課 

健
康
管
理
係

☆
０
７
３
９
（
２
６
）
４
９
０
１

交
通
事
故
等
に
よ
り
医
療
機
関
を
受

診
す
る
場
合
は
届
出
を
し
て
く
だ
さ
い

　

国
民
健
康
保
険
に
加
入
し
て
い
る
方

が
、交
通
事
故
な
ど
第
三
者
（
加
害
者
）

の
行
為
に
よ
っ
て
け
が
や
病
気
を
し
た

場
合
の
治
療
費
は
、
本
来
、
加
害
者
が

負
担
す
べ
き
も
の
な
の
で
、
国
民
健
康

保
険
が
立
て
替
え
て
医
療
機
関
な
ど
に

支
払
っ
た
治
療
費
は
、
加
害
者
に
請
求

す
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

　

国
民
健
康
保
険
被
保
険
者
証
を
使
っ

て
治
療
を
す
る
場
合
は
、
速
や
か
に
、

事
故
や
被
害
の
状
況
に
つ
い
て
届
出
を

し
て
く
だ
さ
い
。

◇
届
出
に
必
要
な
も
の

　

保
険
証
・
交
通
事
故
証
明
書
・
印
鑑
・

個
人
番
号
カ
ー
ド
又
は
通
知
カ
ー
ド
と

本
人
確
認
書
類
・
届
出
書
類

※
届
出
書
類
は
、
保
険
課
窓
口
で
受
け

取
れ
る
ほ
か
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
も

取
得
で
き
ま
す
。

◇
そ
の
他

　

ひ
と
り
親
等
家
庭
医
療
・
重
度
障
害

者
等
医
療
・
子
ど
も
医
療
・
老
人
医
療

な
ど
で
治
療
を
受
け
る
場
合
、
保
険
課

医
療
係
へ
の
届
出
も
必
要
と
な
り
ま
す
。

業
務
中
や
通
勤
中
の
事
故
の
場
合
は
労

災
保
険
の
適
用
と
な
り
ま
す
。
ま
た
、

飲
酒
運
転
等
の
不
法
行
為
は
健
康
保
険

の
対
象
と
な
り
ま
せ
ん
。

☆
保
険
課 

庶
務
係
（
本
庁
舎
2
階
）

キ
ャ
ッ
シ
ュ
カ
ー
ド
に
よ
る
口
座
振

替
受
付
サ
ー
ビ
ス
を
10
月
1
日
か
ら

開
始
し
ま
す

　

キ
ャ
ッ
シ
ュ
カ
ー
ド
を
使
っ
て
市
役
所

の
窓
口
で
簡
単
に
口
座
振
替
の
申
し
込

み
が
で
き
る
「
ペ
イ
ジ
ー
口
座
振
替
受

付
サ
ー
ビ
ス
」
を
10
月
１
日
か
ら
開
始

し
ま
す
。（
通
帳
届
出
印
は
不
要
で
す
。）

　

専
用
端
末
に
キ
ャ
ッ
シ
ュ
カ
ー
ド
を

読
み
込
ま
せ
、
暗
証
番
号
を
入
力
す
る

こ
と
で
、
金
融
機
関
に
口
座
振
替
の
登

録
を
行
う
サ
ー
ビ
ス
で
す
。
こ
の
機
会

に
、
是
非
便
利
な
口
座
振
替
納
付
に
ご

協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

※
な
お
、
金
融
機
関
で
は
今
ま
で
ど
お

り
口
座
振
替
依
頼
書
（
通
帳
届
出
印
必

要
）
で
申
し
込
み
を
受
付
し
ま
す
。

◇
受
付
場
所　

納
税
推
進
室
、
保
険
課
、

各
行
政
局
住
民
福
祉
課（
19
ペ
ー
ジ
参
照
）

◇
対
象
と
な
る
税
目
等　

市
県
民
税

（
普
徴
）・
固
定
資
産
税
・
軽
自
動
車
税
・

国
民
健
康
保
険
税
・
介
護
保
険
料
・
後

期
高
齢
者
医
療
保
険
料

◇
利
用
可
能
金
融
機
関　

紀
陽
銀
行
・

三
菱
Ｕ
Ｆ
Ｊ
銀
行
・
第
三
銀
行
・
近
畿

労
働
金
庫
・
き
の
く
に
信
用
金
庫
・
ゆ

う
ち
ょ
銀
行
（
紀
南
農
協
は
２
０
２
０

年
度
開
始
の
見
込
み
）

☆
◇
納
税
推
進
室
（
本
庁
舎
2
階
）

☆
０
７
３
９
（
２
６
）
９
９
２
２

◇
保
険
課 

収
納
係
（
本
庁
舎
2
階
）

☆
０
７
３
９
（
２
６
）
９
９
６
５

平
成
31
年
1
月
31
日
㊍
ま
で

☆
◇
健
康
増
進
課 

母
子
保
健
係

☆
０
７
３
９
（
２
６
）
４
９
０
１

◇
各
行
政
局
住
民
福
祉
課

☆
19
ペ
ー
ジ
参
照

☆

h
ttp

://w
w

w
.city.tan

ab
e.

lg.jp/kenkou/infuru.htm
l

【
街
頭
啓
発
パ
レ
ー
ド
（
雨
天
中
止
）】

☆
15
時
〜
16
時
頃

☆
扇
ヶ
浜
カ
ッ
パ
ー
ク
〜
Ｊ
Ｒ
紀
伊
田

辺
駅
前

☆
自
治
振
興
課 

市
民
生
活
係

☆
０
７
３
９
（
２
６
）
９
９
１
１

☆
０
７
３
９
（
２
６
）
９
９
２
４

☆

h
ttp

://w
w

w
.city.tan

ab
e.

lg.jp/hoken/index.htm
l

暮
ら
し
に
役
立
つ
講
座
を
開
催
し
ま
す

☆
10
月
31
日
㊌

☆
13
時
30
分
〜
14
時
30
分

☆
た
な
べ
る
2
階
「
大
会
議
室
」

☆
認
知
症
予
防
に
つ
い
て

◇
講
師　

谷
口 

阿
佐
美
（
や
す
ら
ぎ

対
策
課 

保
健
師
）

☆
70
名
﹇
先
着
﹈（
申
込
み
不
要
・
当

日
受
付
）

☆
市
立
図
書
館

☆
０
７
３
９
（
２
２
）
０
６
９
７

再
就
職
を
お
考
え
の
方
へ
〜
和
歌
山

県
就
活
サ
イ
ク
ル
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
〜

　

和
歌
山
県
で
は
、
結
婚
や
出
産
等
で

離
職
し
た
女
性
、
定
年
退
職
し
た
方
、

都
会
で
働
く
方
が
県
内
で
再
び
働
い
て

い
た
だ
く
た
め
、「
就
活
サ
イ
ク
ル
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
」に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

　

再
就
職
を
支
援
す
る
た
め
の
施
設
と

し
て
「
再
就
職
支
援
セ
ン
タ
ー
」
で
は
、

再
就
職
に
関
す
る
相
談
や
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
に
再
就
職
に
役
立
つ
セ
ミ
ナ
ー
の
開

催
情
報
、
人
材
を
必
要
と
し
て
い
る
県

内
企
業
の
企
業
情
報
・
採
用
情
報
を
掲

載
し
て
い
ま
す
。

　

再
就
職
を
お
考
え
の
方
は
、
セ
ン

タ
ー
を
ご
活
用
し
て
い
た
だ
き
、
新
た

な
第
一
歩
を
踏
み
出
し
て
く
だ
さ
い
。

　

ま
た
、
県
外
で
働
く
ご
家
族
の
方
や

ご
友
人
の
中
で
、
県
内
へ
の
再
就
職
を

考
え
て
い
る
方
が
い
ま
し
た
ら
、
再
就

職
支
援
セ
ン
タ
ー
か
ら
情
報
を
お
届
け

い
た
し
ま
す
の
で
、
是
非
、
ご
連
絡
を

お
願
い
し
ま
す
。

■
就
活
サ
イ
ク
ル
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
ス

ケ
ジ
ュ
ー
ル

◇
9
月
〜
平
成
31
年
1
月　

各
地
域
で

就
活
セ
ミ
ナ
ー
の
開
催　

◇
10
月　

採
用
情
報
発
信

◇
2
月　

合
同
企
業
説
明
会
開
催

◇
4
月　

就
職

☆
和
歌
山
県
再
就
職
支
援
セ
ン
タ
ー

和
歌
山
市
本
町
１
丁
目
22　

W
a
j 

i
m
a
本
町
ビ
ル
3
階

☆
０
７
３
（
４
２
１
）
８
０
８
０

☆
０
７
３
（
４
２
４
）
０
２
３
０

☆http://w
w

w
.jobcafe-w

.com
/

re-em
ploym

ent/



INFORMATION情報ボックス

休日急患診療

主な電話番号等

■田辺市役所　〒 646-8545 新屋敷町 1
☎ 0739-22-5300 ㈹　　0739-22-5310
■市民総合センター　〒646-0028高雄一丁目23-1
☎ 0739-26-4900 ㈹　　0739-26-4914
■龍神行政局　〒 645-0415 龍神村西 376
☎ 0739-78-0111 ㈹　　0739-78-0116
■中辺路行政局　〒646-1492 中辺路町栗栖川396-1
☎ 0739-64-0500 ㈹　　0739-64-0966
■大塔行政局　〒 646-1192 鮎川 2567-1
☎ 0739-48-0301 ㈹　　0739-49-0359
■本宮行政局　〒 647-1792 本宮町本宮 219
☎ 0735-42-0070 ㈹　　0735-42-0239
■市水道事業所　〒 646-0028 高雄三丁目 18-1
☎ 0739-24-0011 ㈹　　0739-24-7910
■市ごみ処理場　〒 646-0053 元町 2291-6
☎ 0739-24-6218 ㈹　　0739-24-4068

電話案内サービス

■防災行政テレフォンガイド　☎ 0120-963-910
■救急安心センター　☎＃ 7119
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モバイル用
ホームページ 防災行政メール等 全国版救急受診ガイド

「Q助」

　田辺広域休日急患診療所（市民総合センター玄
関右側）
　内科、小児科系、歯科の応急診療
　　㊐㊗　9時～ 11 時 30 分、13 時～ 16 時
（※小児科のみ、㊏ 18時～21時30分も診療を行っ
ています。）
　☎ 0739-26-4909

各種制度等 内容

罹
り

災証明書の
発行

罹災証明書とは、自然災害等により住家などが破損した場合に、建物の被害程度を証明するもので、
各種支援制度や税の減免などの手続に必要となる場合があります。
◇税務課 資産税係（本庁舎 2 階）☎ 0739（26）9921

税等の減免

災害等により全壊・半壊・床上浸水の被害を受けられた方について、その被害の状況に応じて個人
市民税、固定資産税等が減免される場合があります。下記又は各行政局住民福祉課（P19 参照）にお
問い合わせください。
◇個人市民税…税務課 市民税係（本庁舎 2 階）☎ 0739（26）9920
◇固定資産税…税務課 資産税係（本庁舎 2 階）☎ 0739（26）9921
◇国民健康保険税・後期高齢者医療保険料・介護保険料…保険課 保険税係（本庁舎 2 階）☎ 0739（26）9965

被害の状況によって、国民年金保険料・水道使用料が減免される場合があります。下記又は各行政
局住民福祉課（P19 参照）にお問い合わせください。
◇国民年金保険料…市民課 庶務年金係（本庁舎 2 階）☎ 0739（26）9925 ／田辺年金事務所☎ 0739（24）0432
◇水道使用料…水道部業務課 料金係（市水道事業所）☎ 0739（24）0011

崩土等の除去
に関する補助

災害による崩土等により、住居及び敷地（居住に支障がある場合等）への被害が発生し、早急に除
去工事及び保全工事を実施しないと居住が困難な場合に補助制度（上限あり）により支援します。
※事前に、必ず下記へお問い合わせください。
◇防災まちづくり課 地域防災係（本庁舎 3 階）☎ 0739（26）9976
◇各行政局総務課（P19 参照）

中小企業の方
への補助金

和歌山県融資制度のうち経営支援資金（「自然災害により被災し、市町村長の罹災証明を受けた方」が、
事業再建や資金繰りに活用できる融資）を利用され、信用保証協会の保証を受けられた方々に補助します。
◇商工振興課 商工労政係（庁舎別館 3 階）☎ 0739（26）9970

台風第 20 号・第 21 号による被害を受けられた方へ

  男 　35,156 人
  女 　39,389 人
  計 　74,545 人
世帯　35,379 世帯
出生　　　31 人（男 21 女 10）

市の人口
（平成 30年 8月末現在）

前月比
（-33）
（-63）
（-96）
（-21）

最
低
賃
金
チ
ェ
ッ
ク
し
て
い
ま
す
か

　

本
年
10
月
１
日
か
ら
和
歌
山
県
最
低

賃
金
は
、
時
間
額
８
０
３
円
と
な
り
ま

す
。
最
低
賃
金
制
度
と
は
、
最
低
賃
金

法
に
基
づ
き
国
が
賃
金
の
最
低
限
度
を

定
め
、
使
用
者
は
、
そ
の
最
低
賃
金
額

以
上
の
賃
金
を
労
働
者
に
支
払
わ
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
と
す
る
制
度
で
す
。
な

お
、
最
低
賃
金
法
違
反
に
つ
い
て
は
、

罰
則
が
設
け
ら
れ
て
い
ま
す
。

◇
最
低
賃
金
は
常
用
労
働
者
の
み
で
な

く
、
臨
時
・
パ
ー
ト
タ
イ
マ
ー
な
ど
に

も
適
用
さ
れ
ま
す
。

◇
最
低
賃
金
額
に
は
、
精
皆
勤
手
当
・

公
共
交
通
機
関
を
利
用
し
ま
し
ょ
う

　

自
家
用
車
の
普
及
に
伴
い
、
鉄
道
や

路
線
バ
ス
を
は
じ
め
と
す
る
公
共
交
通

機
関
の
利
用
者
数
は
年
々
減
少
傾
向
に

あ
り
ま
す
。

　

市
で
は
住
民
バ
ス
を
運
行
す
る
ほ

か
、
生
活
交
通
路
線
維
持
確
保
対
策
事

業
と
し
て
路
線
バ
ス
事
業
者
に
補
助
金

を
交
付
し
、
運
行
の
維
持
を
図
っ
て
い

ま
す
。
ま
た
、
紀
勢
本
線
活
性
化
促
進

協
議
会
の
会
員
と
し
て
も
鉄
道
の
利
用

促
進
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

　

利
用
者
の
減
少
は
、
公
共
交
通
機
関

の
維
持
に
と
っ
て
深
刻
な
問
題
で
あ

り
、
生
活
基
盤
を
は
じ
め
、
地
域
振
興

や
産
業
振
興
に
と
っ
て
欠
か
せ
な
い
公

共
交
通
機
関
を
地
域
で
支
え
る
こ
と
が

必
要
で
す
。

　

ま
た
、
自
家
用
車
の
使
用
を
控
え
、

公
共
交
通
機
関
を
利
用
す
る
こ
と
は
、

ガ
ソ
リ
ン
な
ど
の
燃
料
の
消
費
を
抑

え
、
地
球
環
境
の
保
全
に
も
つ
な
が
り

ま
す
。

　

公
共
交
通
機
関
の
維
持
確
保
と
環
境

保
全
に
向
け
た
取
組
の
一
環
と
し
て
、

市
民
の
皆
さ
ん
の
積
極
的
な
公
共
交
通

機
関
の
利
用
を
お
願
い
し
ま
す
。

☆
企
画
広
報
課 

企
画
調
整
係

☆
０
７
３
９
（
２
６
）
９
９
６
３

民
事
・
家
事
調
停
相
談
会
を
開
催
し

ま
す

☆
☆
10
月
21
日
㊐　

10
時
〜
15
時

☆
市
民
総
合
セ
ン
タ
ー
2
階

☆
金
銭
の
貸
し
借
り
、
土
地
建
物
の
利

用
関
係
、
交
通
事
故
の
損
害
賠
償
な
ど

に
関
す
る
民
事
関
係
の
紛
争
や
、離
婚
、

遺
産
分
割
な
ど
に
関
す
る
家
事
関
係
の

紛
争
に
つ
い
て
、
調
停
制
度
の
利
用
に

関
す
る
相
談
を
受
け
た
い
方
は
、
お
気

軽
に
お
越
し
く
だ
さ
い
。
秘
密
厳
守
・

相
談
無
料
で
す
。

☆
武
田 

明
男 

さ
ん
（
田
辺
調
停
協
会

会
長
）

☆
０
７
３
９
（
２
３
）
３
５
５
５

第
51
回
月
例
展
―
熊
楠
と
ゆ
か
り
の

人
び
と
第
34
回
「
宮
武
省
三
」
を
開

催
し
ま
す

☆
10
月
６
日
㊏
〜
11
月
４
日
㊐

☆
10
時
〜
16
時
30
分
（
最
終
入
館
）

☆
南
方
熊
楠
顕
彰
館

☆
南
方
熊
楠
と
ゆ
か
り
が
あ
っ
た
人
物

を
取
り
上
げ
て
、
そ
の
人
物
の
生
涯
や

業
績
、
熊
楠
と
の
関
係
な
ど
を
紹
介
す

る
シ
リ
ー
ズ
。
今
回
は
民
俗
学
の
分
野

で
熊
楠
と
交
流
の
あ
っ
た
宮
武
省
三
を

紹
介
し
ま
す
。

☆
南
方
熊
楠
顕
彰
館

☆
０
７
３
９
（
２
６
）
９
９
０
９

空
き
家
な
ん
で
も
相
談
会
を
開
催
し

ま
す

　
「
相
続
す
る
予
定
の
家
を
今
後
ど
う

し
よ
う
」「
遠
方
の
空
き
家
を
ど
う
や
っ

て
管
理
し
よ
う
」「
空
き
家
を
活
用
す

る
方
法
は
な
い
か
」
な
ど
、
空
き
家
に

関
し
て
お
困
り
ご
と
は
あ
り
ま
せ
ん

か
。
和
歌
山
県
で
は
県
と
各
市
町
村
、

各
専
門
家
が
連
携
し
無
料
相
談
会
を
開

催
し
ま
す
。
こ
の
機
会
に
、
空
き
家
の

将
来
に
つ
い
て
考
え
て
み
ま
せ
ん
か
。

力
を
合
わ
せ
て
解
決
の
お
手
伝
い
を
し

ま
す
。

☆
10
月
9
日
㊋
、
12
月
11
日
㊋
、
平
成

31
年
2
月
12
日
㊋

☆
13
時
30
分
〜
16
時

☆
西
牟
婁
振
興
局
（
朝
日
ヶ
丘
23
―

１
）

☆
開
催
日
の
前
日
ま
で
に
、
西
牟
婁
振

興
局
建
築
課
へ
電
話
又
は
Ｆ
Ａ
Ｘ
で
お

申
し
込
み
く
だ
さ
い
。
な
お
、
事
前
申

込
み
を
し
て
い
な
い
場
合
で
も
当
日
参

加
で
き
ま
す
。

☆
◇
西
牟
婁
振
興
局 

建
築
課

☆
０
７
３
９
（
２
６
）
７
９
２
２

☆
０
７
３
９
（
２
６
）
４
１
１
４

◇
建
築
課 

建
築
係

☆
０
７
３
９
（
２
６
）
９
９
３
５

通
勤
手
当
・
家
族
手
当
・
時
間
外
手
当
・

ボ
ー
ナ
ス
な
ど
は
含
ま
れ
ま
せ
ん
。

◇
派
遣
労
働
者
に
つ
い
て
は
、
派
遣
先

の
地
域
（
産
業
）
の
最
低
賃
金
が
適
用

さ
れ
ま
す
。

◇
「
鉄
鋼
業
」「
百
貨
店
、
総
合
ス
ー

パ
ー
」
に
つ
い
て
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
産

業
別
最
低
賃
金
が
適
用
さ
れ
ま
す
。

☆
◇
和
歌
山
労
働
局
賃
金
室

☆
０
７
３
（
４
８
８
）
１
１
５
２

◇
田
辺
労
働
基
準
監
督
署

☆
０
７
３
９
（
２
２
）
４
６
９
４



相談日程等

有 料 広 告
２枠連結（縦 46mm × 横 174mm）

有 料 広 告
１枠単独（縦 46mm × 横 85mm）

有 料 広 告
１枠単独（縦 46mm × 横 85mm）
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有料広告 広告主及び広告内容については、市が推奨等するものではありません。広告内容についてのお問合せは、直接広告主にお願いします。

親子健康カレンダー

編集後記

施設の予約

【生涯学習センター】
■貸室　11 室

（市民総合センター内の交流ホール・
会議室・料理実習室など）
☆平成 31年1月分は11/1㊍から予約可
☆生涯学習課 公民館係
☎ 0739-26-4925

10 月の納税等

■市県民税 普通徴収…第 3 期分、年金特別徴収…10 月徴収分、給与
特別徴収…9 月徴収分
■国民健康保険税 普通徴収…第 4 期分、特別徴収…10 月徴収分
■介護保険料 普通徴収…第 4 期分、特別徴収…10 月徴収分
■後期高齢者医療保険料 普通徴収…第 4 期分、特別徴収…10 月徴収分
※納期限後の納付は、督促手数料及び延滞金を加算する場合があります。

◇４か月児健診　10/16 ㊋＝田辺、18 ㊍＝大塔、23 ㊋＝中辺路、30 ㊋＝田辺、11/8 ㊍＝龍神、14 ㊌＝本宮・田辺
◇７か月児健診　10/3 ㊌＝田辺、18 ㊍＝大塔、23 ㊋＝中辺路・田辺、11/8 ㊍＝龍神、13 ㊋＝田辺、14 ㊌＝本宮
◇ 11か月児相談　10/5 ㊎＝田辺、18 ㊍＝大塔、23 ㊋＝中辺路、26 ㊎＝田辺、11/8 ㊍＝龍神、14 ㊌＝本宮
◇１歳６か月児健診　10/10 ㊌＝田辺、24 ㊌＝本宮、25 ㊍＝田辺、11/7 ㊌＝田辺
◇２歳児相談　10/12 ㊎＝田辺、24 ㊌＝本宮、31 ㊌＝田辺、11/5 ㊊＝田辺
◇３歳６か月児健診　10/2 ㊋＝田辺、17 ㊌＝田辺、24 ㊌＝本宮、11/6 ㊋＝田辺
◇マタニティスクール　10/5 ㊎＝田辺
◇パパママ教室　10/21 ㊐＝田辺、11/4 ㊐＝田辺
　田辺…市民総合センター、龍神…龍神保健センター、中辺路…中辺路保健センター、大塔…大塔健康プラザ、
本宮…本宮保健福祉総合センター
　時間など、詳しくは、対象者に送付している通知をご覧いただくか、健康増進課母子保健係（☎ 0739-26-
4901）又は各行政局住民福祉課（☎ 19 ページ参照）までお問い合わせください。

▼今月は来月号の取材も含めて動きました▼来月号の詳細はまだ伝えられませんが、今まで体験
したことのない現場に立ち会いました▼来月号をお楽しみに！！（ヤノマイ）

相談日（予約受付） 時間 相談場所等 問合せ
市民法律相談
（対象は市民の方で先
着 8 名。10/22 のみ 4
名。相談日の正午まで
に要予約）

10/ 9 ㊋（10/ 2 ～）・木戸弁護士
10/15 ㊊（10/10 ～）・倉谷弁護士
10/22 ㊊（10/16 ～）・岡田弁護士※
11/ 5 ㊊（10/23 ～）・山本弁護士
11/12 ㊊（11/ 6 ～）・中松弁護士

14 時～ 16 時の
うち、１人 15
分間（※ 10/22
は 14 時 30 分
～ 15 時 30 分）

社会福祉センター
3 階「相談室」

（本庁舎東隣 3 階）
※ 10/22 は本宮行
政局

自治振興課
市民生活係

（本庁舎 3 階）
☎ 0739-26-9911

市民相談 平日 8 時 30 分～
17 時 15 分 右記

行政相談

10/ 5 ㊎・松本淳 13 時 30 分 ～
15 時 30 分 龍神行政局

10/17 ㊌・佐田俊知 13 時～ 15 時 三川連絡所

10/19 ㊎・中村恒夫 10 時～ 11 時 中辺路行政局

10/23 ㊋・那須正治
　　　　（☎ 090-4640-3142） 13 時～ 15 時 社会福祉センター

3 階「相談室」

10/23 ㊋・折戸富子 13 時～ 15 時 本宮行政局

10/24 ㊌・佐田俊知 13 時～ 15 時 大塔行政局

消費生活相談 ㊊㊋㊍㊎・消費生活相談員 13 時～ 16 時
自治振興課 市民生活係（本庁舎 3 階）
◇相談専用　☎ 0739-34-2460
消費者ホットライン　☎ 188

人権・登記・相続相談
（人権相談は平日に対
応。登記相談は事前に
要問合せ。法務局でも
相談可）

10/5 ㊎・人権擁護委員、法務局
職員

13 時 30 分～
15 時 30 分
※ 受 付 は 15
時まで

龍神行政局
法務局 田辺支局

（文里一丁目 11-9）
☎ 0739-22-0698

女性電話相談 平日・女性相談員 9 時～ 12 時 ◇相談専用　☎ 0739-26-4919

生活相談
（生活困窮者自立支援）平日・相談支援員 8 時 30 分～

17 時
生活相談センター（市民総合センター1階）
☎ 0739-33-7641

愛あい子育て相談 平日 8 時 30 分～
17 時 15 分

地域子育て支援センター愛あい
（もとまち保育所内）☎ 0739-22-9285
※「愛あいルーム」での面接相談可

家庭児童相談 平日 8 時 30 分～
17 時

家庭児童相談室（市民総合センター1階）
☎ 0739-26-4926

介護相談 平日 8 時 30 分～
17 時 15 分

やすらぎ対策課 地域包括支援センター係
（市民総合センター1階）
☎ 0739-26-9906
※認知症については、第 1㊌ 10 時～ 12
時に「よりみちサロンいおり」でも相談可

ひきこもり相談
（窓口に来られる場合
は要予約）

平日 8 時 30 分～
17 時 15 分

健康増進課 健康管理係
☎ 0739-26-4901
◇相談専用　☎ 0739-26-4933
☆ shc@city.tanabe.lg.jp

妊娠期から出産、子育
て相談
（原則、就学前まで）

平日
※㊍は助産師による相談可

8 時 30 分～
17 時 15 分

母子健康包括支援センター「たなっこ」
（市民総合センター 2 階）
◇相談専用　☎ 0739-33-7115
☆ kenkou@city.tanabe.lg.jp

いじめホットライン 平日 9 時～ 16 時
◇相談専用　☎ 0739-26-3224
◇いじめ相談ダイレクトメール
☆ ijime110@city.tanabe.lg.jp

不登校 ･いじめ ･教育
相談 平日 9 時～ 16 時 教育研究所（本庁舎北隣 2 階）

☎ 0739-25-1511
外国人相談（English）
（事前に要問合せ）

①㊊～㊍
②㊎

① 9 時～ 17 時
② 9 時～ 12 時 国際交流センター　☎ 0739-33-9019
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　　防災コラム備えて
安心！

たなべスマイル

　　　　　　高校生レポーター青春キラリ！
☆

キャシーのたなべ冒険 押忍！

国際交流員のキャシディー・ドリスコルです。「キャシー」と呼んでください♪
このコーナーでは、私が市内を冒険して体験した様々な出来事を皆さんにお伝えします！

　地震は世界の至るところで発生しており、中
でも日本は世界有数の地震の発生数が多い国と
なっています。
　気象庁のデータによると、世界中で発生して
いる地震のうち、およそ１割は日本やその周辺
で発生しているとされています。平成 23 年 3
月 11 日の東北地方太平洋沖地震、平成 28 年 4
月 14、16 日の熊本地震、10 月 21 日の鳥取県
中部地震、平成 30 年 6 月 18 日の大阪府北部地
震、9月 6 日に北海道で発生した胆

いぶ り

振地方中東
部地震など、近年では、国内で大規模な地震が
多発していることから、いかに日本が地震災害

第 53 回　地震について

の危険にさらされているのか、よく分かります。
　国内で大規模地震が多発する中、市において
特に警戒が必要になるのが、近い将来発生する
とされている、南海トラフ巨大地震です。仮に
この地震が発生した場合、市では最大震度 7の
揺れと最大 12 メートルの津波が発生するとさ
れており、甚大な被害が予想されます。
　このことから、家具の固定やブロック塀の耐震
化、非常持ち出し袋の準備や避難経路の確認など、
円滑な避難行動ができるよう個人で備えておく必
要があります。日本で地震が発生しない場所はあ
りません、常日頃から心構えをしておきましょう。

第 2回　命の糧とは

　9月の初めに稲刈りをする機会があって、私は龍神村に出かけて
きました。籾の重さにより曲がった稲はほうじ茶のような香りがし
て、乾いた田んぼにきちんと並んでいました。風が吹くと稲穂が揺
れて、田んぼが海に見えてきました。真っ青な空が広がっていて、
セミの鳴き声以外はとても静かで、まさかその次の日に25年ぶりに
非常に強い勢力の台風が来るとはまったく想像ができませんでした。
　私は鎌で稲を刈る作業をしたのですが、農家の人は稲刈りのた
めのすごく大きな素晴らしい機械を使っていました。この機械を
使うことで、手作業では一日よりももっとかかる仕事が１時間で
できるそうです。このような機械がなければ、モダン的な自分達
の生活はできないでしょうし、このような機械や技術のおかげで、
毎日の農作業が楽になっている気がしました。
　日本では、自分の糧のために毎日一生懸命働く人が多くて素晴
らしいと思います。この稲刈り体験を通して、農家の皆さんに感
謝し、自分の糧となるお米を大事にしていきたいと思います。

　私は、「第１回高川杯田辺囲碁大会」を取材しました。約 100 名の
方が参加されていて、会場はとても盛り上がっていました。
　参加者の中で特に注目したのは、小学 2年生の女の子が大人に混
じって囲碁の対戦をしていたということです。気になりお話を伺うと、
お兄さんがもともと囲碁をやられていたということで、その影響で幼
稚園の時に始め、いろんな大会に出ているそうです。私自身、囲碁は
経験がなく、ルールも分かっていないのですが、さまざまな年代の方
と交流できる楽しみや、一度やると何十年もはまってしまうというお
話を伺って、少し興味が湧きました。
　今回取材をして、囲碁の歴史や楽しみを教えていただけてとてもい
い経験となりました。第 2回も開催されることを期待しています。そ
の時は是非、皆さんもお気軽にご参加ください。

和田 真奈美 さん
東陽

☆ https://tikutanabe.
wordpress.com/

第１回高川杯田辺囲碁大会
写真・文　田辺工業高校　山本 桃花

田辺の素晴らしさ、魅力を
多くの人に発信したい

　大学 4年生の時、田辺には言葉ではなかなか
表現しきれない魅力がたくさんあることに気付
き、それを可視化してもっと多くの方と共有し
たいと思うようになりました。 
　その想いから今年 5月、「田辺暮らしの編集
部 t

ティク

iku」を 4 名のメンバーで立ち上げました。
tiku は「田辺に息づく暮らし」という言葉から
名前を付けました。自分たちが感じている田辺
らしい暮らしの楽しさ、素晴らしさを発信して
います。ホームページも立ち上げていますので
是非ご覧ください。 また、tiku では街歩きイ
ベントも行っています。今年の紀の国トレイ
ナートで催した「田辺を歩こう～レトロワンピ
と純喫茶～」では、市内外のお客さんと一緒に
街なかにたくさんある純喫茶やレトロな街並
み、老舗の洋服屋さんなどを巡り楽しみました。 
　今後もまずは自分が楽んで魅力を発掘・発信
していきたいです。そして、田辺での暮らしを一
緒に楽しんでくれる方が増えればうれしいです。 
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我が家の愛ドル ～    月生まれ～

　　　子育てクラブすく
すく

図書館へ行こうた
な
べ
方
言
事
典

ひとことコラム

お子さんと一緒に
おはなしのコーナー

司書のおすすめ！ 新着図書

※移動図書館の運行日時は、下記へお問い合わせいただくか、ホームページをご覧ください。
☆ 市立図書館　☎ 0739-22-0697　☆ http://www.city.tanabe.lg.jp/tosho/index.html

休館日 開館時間
本館＝㊋～㊏ 9 時 30分～ 19時 30分
　　 ㊐・㊗ 9 時 30 分～ 18 時
分室＝ 9時～ 17 時
※龍神分室は、㊋～㊎ 20 時まで時
間延長あり。
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　子供たちは、毎日「遊び」を通して様々なこ
とを学んでいます。自然に触れて遊ぶことも、
子供たちの大好きな「遊び」の一つです。秋は
過ごしやすく、外で遊ぶには良い時季です。こ
れからの季節、色づく野山の変化を見たり、落
ち葉や木の実に触れたり、虫の鳴き声を聴いた
りなどたくさんの身近な自然に触れることがで
きます。
　「きれいだね」「おもしろいね」と感じたこと
や発見したことを伝えたりして、親子で一緒に
秋を探すのも楽しいですよ。身近な自然に触れ
ることは、五感（視覚・聴覚・臭覚・味覚・触

第 62回　親子で秋を楽しもう

覚）を刺激し、子供の好奇心を育み、豊かな感
受性の発達を促します。
　自然体験は子供の心身の成長につながるだけ
でなく、大人になってから素敵な思い出として
心に残り続けるでしょう。
　秋は他にも「読書の秋」「スポーツの秋」「食
欲の秋」といろいろな秋がありますが、自然を
感じながら体を動かしたり、秋の夜長に一緒に
絵本を見るのも親子で楽しめる時間になると思
います。親子で「○○の秋」を見つけて楽しん
でみてはいかがでしょうか。親子で楽しい時間
を共有し、実りある秋を過ごせると良いですね。

もとまち保育所
薗畑　三智子

10

本館＝毎週㊊、10/9㊋（㊗振替）、25㊍（整理日）
龍神分室＝第 1･3㊏㊐、10/8㊊㊗
中辺路分室＝毎週㊐、10/8㊊㊗
大塔分室＝第 1･2･3㊏、毎週㊐、10/8㊊㊗
本宮分室＝毎週㊏㊐、10/8㊊㊗

　10 月の誕生石は、オパール等ということは、
ご存じでしょうか。最近は、天然石そのものよ
り石の言葉や石の力についても、皆さん関心が
あるようです。例えばオパールは、苦しみを克
服して幸福を得る等の石言葉があります。図書
館には、宝石、鉱物、天然石関係の本も所蔵し
ていますので、その輝きの神秘に触れてみてく
ださい。（雄）

★おはなし会
絵本の読み聞かせや紙芝居など（対
象：4歳くらいから）
本館＝ 10/7・14・21・28、11/4 全㊐
（11 時～）
中辺路分室＝ 10/20㊏（10 時 30 分～）
大塔分室＝ 10/27㊏（10 時 30 分～）

★おはなしのじかん
おはなしやわらべうたなど（対象：
小学生以上）
本館＝ 10/6㊏、11/3㊏㊗（11 時～）

★おはなしタイム
おはなしや絵本の読み聞かせなど（対
象：4歳くらいから）
本館＝ 10/13・20・27 全㊏（11 時～）

★ひよこ・こぐまタイムスペシャル
赤ちゃん絵本の読み聞かせやわらべ
うたあそびなど（対象：0～3歳くらい）
講師　梅田 恭子 さん
本館＝ 10/17㊌（11 時～）

シャンシャンと上野動物園パ
ンダ物語
著／高橋　うらら
発行／㈱フレーベル館
　上野動物園に生まれたパン
ダのシャンシャン。シャンシャ
ンが生まれるまでの動物園の
取組について紹介します。

英単語の語源図鑑
著／清水　建二・すずき　ひ
ろし
発行／かんき出版
　英単語に関連付けて単語自
体の持つ意味を、イラスト付
きで分かりやすく解説する英
単語集。

ひ
し
る

叫
ぶ
、
わ
め
く
、
悲
鳴
を
あ
げ
る

広報発行月に誕生日を迎えるお子さん（就学前まで）の写真を募集しています。氏名、住所、生年月日、電話
番号、簡単なコメント（50字まで）を添えてください。11月生まれのお子さんの締切りは、10月10日㊌です。
掲載できる枠に限りがありますので、先着順とさせていただきます。ご了承ください。
■宛先　〒 646-8545 新屋敷町１　企画広報課 広聴広報係　　 kikaku@city.tanabe.lg.jp

お誕生日おめでとう！大好きなゆ
うちゃん、いつも最高の笑顔と幸
せをありがとう！

お父さんお母さんより 

那須　優
ゆうり

李ちゃん（1歳）
いつも家族を笑顔にしてくれる海
ちゃん
元気いっぱい大きくなってね♥
じーちゃん、ばーちゃん、姉ちゃんより

越打　海
かいと

翔ちゃん（4歳）

1 歳のお誕生日おめでとう☆ 
近所の仲良しお友達！ 
かんちゃん♡りのちゃん 
これからも毎日元気いっぱい楽し
く過ごそうね！

上地　莞
かんたろう

太郎ちゃん（1歳）（右）
栗原　莉

り の か

乃香ちゃん（1歳）（左）
お誕生日おめでとう☆ 
いつも笑顔いっぱいのひーちゃん 
これからも元気で笑っていてね！ 

お父さん、お母さんより

岡田　陽
ひより

依ちゃん（1歳）

4 歳おめでとう！パパもママもみ
おの笑顔が大好きだよ♪たくさん
笑っておおきくなぁれ♡ 

パパママより

野口　実
み お

央ちゃん（4歳）
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みんなの彩時記

　8 月 29 日㊌、神子浜で『地域の編集講座 in
田辺』が開催され、約 50 名の方が参加。雑誌
編集長の講師が、地域づくりのための『地域を
編集』する視点について語りました。

　9月 2 日㊐～ 9日㊐、救急医療週間に合わせ
各種行事が開催されました。2日には一日救急
隊長任命式があり、救急車の適正利用などの
PRのため、街頭広報を行いました。

　9月1日㊏～30日㊐に田辺のまちゼミ「まなべる」
が市内の各店舗で開催されました。食べる、学ぶ、
つくる・趣味、美・健康の 4項目に分かれた30種
類を超える講座では、「専門知識」や「プロの技」
が学べます。
　参加されていた方々は、「熊野古道を歩いたこと
がないので、この秋に娘と歩きたい」「仕事上、カ
メラを使う中で、動いている人・暗い場所での撮
影が難しい」など話されており、熱心に講師の方
の話を聞いていました。

　9月2日㊐、龍神市民センター裏（旧商工会館前）
で『龍神いなかまつり』が開催されました。
　当日は少し雨が降る場面があったものの、食料
品販売やフリーマーケット、木工教室などさまざ
まな催しで会場はにぎわいました。また、田んぼ
アートも同時に開催されており、色付き始めた稲
を見ることができました。和歌山市から訪れた女
性は「家族で来ました。これからいろいろ回りた
いですが、まずは木工教室を楽しもうと思います」
と話してくれました。

龍神のおいしいもの
たのしいことが勢ぞろい♪

学ぼう楽しもう
田辺のまちゼミを開催

　9月1日㊏、中辺路小学校内で『中辺路学童保
育所開所式』が行われ、関係者や利用する児童ら
が出席しました。市長は児童たちに「みんなで仲
良くいろいろなことを学んでほしい」と話しました。

　8 月 26 日㊐、上山路小学校で『上山路夏祭
り』が開催。ギャラリー＆カフェの開設やフラ
ダンスの披露、岩見淳三さんと Y

や よ い

AYOI さんによ
るジャズコンサートなどが行われました。

　9月2日㊐、紀南文化会館「小ホール」で
『南

なんき

葵音楽文庫紀南講演会＆演奏会』が開催され、
南葵音楽文庫についての講演や当時の伝説的な音
楽会を再現した演奏会に、観覧者は聞き入りました。
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